





本稿は、 明 治文学 に隈登場する 料亭が、 より広く著名人の日記に具体的にど のよ
う に現れてい るかを 検証する ことで、 明冶文化史におけ る 料亭の意味を明らか にし
よう とする 試みである。
紙幅を考慮して、 本稿で取り上げたのは、（跡見花蹂 ・ 池辺三山 ・ 巌谷小 波・尾崎
三 良 ・ 近衛篤麿 ・ 高瀬真卿 ・ 乃木希典• 原敬 · 樋ロ 一葉 ・ ベルツ ・ 松岡康毅 ・ 依田
学海 の中から）便宜的に 8 人以上の日記に共通して登場する 店鋪（全3軒 ）である。
従って、 こ の 基準に満たない植半（ 向島） ・ 扇屋（王子） ・ 花月（新橋 ） ・ 亀清（柳橋 ）．
常磐屋（浜町 ）•平清（深川）・八百勘（ 赤坂溜池 ） ・ 八百善（山 谷 ） ・ 八百松（枕橋、
水神 ）などは割愛した。
店舗名の 配列は 50音順だが、 各店舗内の人名 配列は 50音順ではなく、 その 店舗
名 が 各人の日記に初 めて記載された日時順である。 各人の日記に記載された各店舗
名の最初と最後の事例については網羅したが、 それ 以外は出席者の顔触れ や会合 の
内 容などを考慮して取捨選択．摘録した。
紙面節約のため、 引用は直接の該当箇所に関して のみ行ない、 天候など本稿 のテ
ーマに直接関わ りのない箇所は省略した。 ［前略］ ・ ［後略］等の注記も、 原則 として
省略した。 本文の註釈は、 最 小限 に止めた（巌谷小 波の日記には 略表記が多い が、
原則として注記しなかった）。
戦前については元号を、戦後については西暦を、年表記の原則 とした。 旧字体（旧
漢字 ・ 変体仮名 ・ 合字など ） は、 そのまま にした場合もあり、 新字体に改めた場合
もある。 副題は、 原則 として省略した。 ルビは、 パ ラルビとした。 補訂 ・ 補足は、
［］で示した（テクストによっては校訂に 〔〕 などを使用してい る 場合 もあるが、 こ
れら については統一しなかった ）。漢 数字は、差支えのない限 り、原則としてアラビ
ア数字 に改めた。巻数は0囲いで示した。〈ページ〉（頁、p. あるいはpp.)自体の
記 載は省き、 数字 のみで記載した 。
本稿で使用した基 本文献（参考文 献は省略 ） は、 以下の通 りである（ 樋ロ 一葉と
ベルツについては、 偶々引用しない結果となったため省略 ）。
●跡見花誤：花瞑日記編集委員会 （編）『跡見花瞑 日記』 全4巻＋別巻（跡見学 園、
2005-07年 ）
●池辺三山：日本近代文学 館（編）『池辺三山 』全3巻〈日本近代文学 館資 料叢書［第
18 明冶文化史の中の料•号
l期］文学 者の日記1-3〉 （博文館 新社、 2001-03年）
●巌谷小波：桑原三郎 （監修）『巖谷小波日記c::�悶=�:ご翻刻と研究 』白百合児童文
化研究センタ ー叢書 （慶應義塾大学出版 会、 1998年）
●尾崎三良：伊藤隆・尾崎春 盛 （編）『尾崎三 良日記』全3巻（中央公 論社、1991-9 2
年）
●近衛篤麿 ：近衛篤麿日記刊行会（編）『近衛篤麿日記』 全5巻＋付属文書（鹿島研
究所 出版 会、 1968-69年）
●高瀬真卿：長沼友兄 （編）『高瀬真卿日記』 全 5 巻 〈 淑徳大学ア ー カイブズ叢薔
1-5〉（淑徳大学ア ー カイブズ、 201 2-16年）
●乃木希典：乃木神社社務所 （編）『乃木希典全集 』全3巻＋補遺（国 書 刊行会、1994-97
年）
●原敬 ：原奎一郎（編）『原敬 日記』 全6巻（福村出版、 1965-67年）
●松岡康毅：高瀬暢彦（編）『松 岡康毅日記』 〈日本大学精神文化研究所研究叢書 6〉
（日本大学精神 文化研究所 、 1998年）




紅菓 館 （明冶14年 2 月開 館、 明冶 2 2年新 館増築） は 芝区芝公 園 紅 葉 山 （尾崎紅
菓 の 雅号 の 山来） にあった高級 会員制料亭（能楽堂付随）で、例えば明治 の東京 に
関する百科事典 である永井 良知（編）『東京 百事 便』（三三文房、明治 23年） には "O
紅 葉 舘 芝公 園地内にあり百畳敷 の 新築二間又七十 畳五十 畳敷 の 坐敷と外 に小間数
多あり猶往年上野行幸 の 節 の 便殿を移したるも の もあり楼 上又品 海より総房二州 の
美景其他函根より連々富土山 峯に至るの 間一 目 の中 にあり且其庭前に ハ楓 の 古木数
株茂り其他茶室 には 曾て 京都大徳寺山門 にありたる有名なる利休居士 の木像を置く
又館内麗女 の 手踊を煎する舞曲ありて紳士者連 の集會 宴會 なと に供する所 なり
”
(668-69)とある（こ の “ 手踊
” は紅 葉 踊と呼ば れた）。 尾崎紅 葉や 巌谷小波ら の 硯
友社 連 には 特 に昂贋 にされた。 関係記事は 以下の通 り。
依田学海
［明治14年6月25日］ 共済五 百名社 の 惣集を 芝公 園 の紅 葉 館 に開く。 能狂言
の催あり。 こ れは幹事安田善二郎 が 諸友 の為 にする事なり。 善二郎 、 一年度 の
会計を示し、 成島 柳北 祝文あり。 津田 仙、 長 寿 の説を演説す。 外国の人、 専ら
酒を の むことを禁ず。 こ れ 人の 妖寿 に 関するが 為なり。 飲む人・不飲人を平均
するに、 不飲人の 寿を均ふ れば 六十四歳を得、 飲む人は 三十二歳を得るのみ。
また心 の養・身体の 養 の説ありき。 会員 に鮮飯一折・菓子 一折ををくる。 社創
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立より以来十八ヶ月を経て 死する も の僅 に 五名に過ぎず。 又追加規則を立べし
と の説を幹事 小安峻、演説す。 大意は、本 人死して 恵与金千円を得ると きは、
その四百円を もて公債証暑を買ひ、 こ れを 東京府 に出し、 その利子を もて例に
従ひ恵与金とす。 こ れ 集金をとゞこほらざる が 為なりといへり。 （頭欄）「この法は、
初め死せしもの壱人にして 、 その後これにつぐものは必しもこの法によらざるも然るべきか。 このこ
とを問はざりしは惜むべし」 （虚）3 2) 
［明治17年1月17日］ （頭欄）「紅菓館新年宴会」 是日、 文部奏任以上の官吏、
紅 葉館 に 新年会を開く。 余 もまた陪席す。 紅 葉舞を奏す。 その衣裳は紅 葉を染
出して 、 扇 もまたこ れをゑ がく。 その歌はかねて き>し 成島柳北 が作りし所 な
りといふ。 京都にて行は れし 春は 花といへる調な り。 三絃 ・ 琴の二曲ありき。
（⑤ 366) 
尾崎三良
［明治14年11月13日］ 紅 葉館能楽見物。 井卜魔斐来Jレ。 （① 167) 
［明治15年3月6日］ 午後ヨリ紅 葉館二至Jレ。 伊籐〔博文〕参議欧州送別ノ宴
ヲ開ク。 会スルモノ七十四人、外、 山県参議。 (@182)
［明治15年6月1日］ 夕刻紅 葉館二至ル。 蓋シ本日条公始メ長州並二九州へ流
滴セ ラレタ ル者旧交ヲ修スルナリ。 会スル者左ノ如シ。
三 条太政大臣、 山県参議、 山田〔顕義 ・ 内務卿〕 参議、 大山 ［ 巌 ・ 陸軍卿〕
参議、河〔川〕村 〔純義 ・海軍卿〕参蟻、 ［中略］土方久元、 ［中略］三 浦梧楼［陸
軍士官学校長］、［後略] (@19 2-93) 
［明治17年2月18日］ 午後芝紅 葉館二至ル。 兼テ溝口正直ヨリノ招請二依ル。
溝ロ ハ元卜越後新発田藩主ニシテ、 今般従四位二叙セ ラレタルヲ以テ 其祝宴ナ
リ。 集会スルモノ有栖川宮 ［熾仁親主 ・ 左大臣］、 条公、 山県 ［有朋〕 参議 ［ 兼
内務卿〕、 杉〔孫七郎 〕 宮 内大輔、 鍋島［直大・兼元老院議官〕式部頭、 ［中略］
金井〔之恭 ・ 太政官大書記官〕 外十余名。 能楽師法昌九郎 其他 数 名雑舞ヲ以テ
余興ヲ添ル也。 九時帰宅。 （①344-45) 
［明治17年4月20日］ 晩紅 葉館二至ル。 維新前九州流浪中親懇者ナルモノ旧
友会ナリ。 相会スル者三条公、伊藤〔兼宮 内卿 〕、山県 、山田〔顕義 ・ 兼内務卿］、
佐々木諸参議、［中略］ 其他凡ソ百名計リ。 （①353-54) 
［明治18年1月3日］ 午後五時ヨリ紅 葉館二至ル。 去慶応戊辰ノ際、京師ノ変
動二遭遇セシ者一統集会、懇親ノ宴ヲ開ク。 会スルモノ凡ソ白二、二十名ナリ。
（① 394) 





歌妓十 数 名杯酌二侍ス。 頗ル盛宴ナリ。 夜 深帰ル。 (〶 23)
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［明治19年6月19日］ 午後条公ヲ訪ヒ、 紅 葉館二至ル。 元治年中京師変 動ノ
際国事二斃レシ者ノ祭事 ヲ営ム。 東久世、 槙村〔正直・元老院議官〕 以下数 人
幹事タリ。 有栖［ 川〕、 小 松両宮、 二条、 伊藤両大臣 以下勅奏任官 数十名会ス。
晩餐アリ。 夜帰ル。 （④25) 
［明治20年1月3日］ 午後紅 葉館二至ル。本日ハ慶応戊辰正月三日伏見戦争一
挙ヨリ 王政復古二至ル当時、 京師二在テ共二国事二奔走セシ者集会シ懐旧ノ情
ヲ話スト 云。 余モ 其通知ニヨリ同所二会ス。 本日会スルモノ、 北白川宮、 三条
公、 毛利［元徳・第十五国立銀行頭取〕、 其他ノ者凡百名計リ集会。 薩 人某琵琶
音曲当時戦争ノ景況二歌ヒ弾ズ。 (〶79)
［明治20年3月26日］ 午後紅 葉館二至ル。 本日 ハ元老院出身ノ地方官ヲ招集
シ、 議長、 議官一統懇親会ヲ開ク。 夜二入リ皆散ズ。 榎本〔武揚・逓信大臣〕、
花房両 人ヨリ 書面来ル。 曽テ魯国二在留セシ者ノ懇親会ヲ来ル四月 一日紅 葉館
ニ於テ催ス旨通報シ来ル。 返書諾ヲ遺 ス。 （⑱98-99) 
［明治20年4月5日］ 午後五時過紅 葉館二至ル。本日 ハ曽テ露国二遊歴セシ者
懇親会ナリ。 会スル者榎本武揚、 花 房、 西〔徳二郎 、 露国ペテルブルグ駐箭特
命全権公使］等ナリ。 ［中略］午后十時帰ル。 (@10 2)
［明治20年4月11日］ 后三時過紅 葉館二至ル。 本日ハ海江田［信義］送別ノ為
メ元老院一統ヨリ宴ヲ開ク。 議長、 議官ノ外伊達、 佐野（常民• 宮中顧問官〕、
柳原等アリ。 夜九時帰Jレ。 (〶104)
［明治20年4月14日］ 午后［中 略］ 紅 葉館二至ル。 本日ハ旧交会ナルヲ 以テ、
維 新前国家ノ為 メニ奔走シ、 九朴1、 中国辺流浪ノ時分相遂随シ死生ヲ共ニセシ
者等懇親会ナリ。 三条公、 毛利公始メ文武官員 数十名。 揖取〔素彦・元老院議
官〕、 長松、 柏村 〔信・ 毛利家家令〕 幹事 タリ。 夜九時帰ル。 築前真藤椅翠モ来
席（真藤宿所、 京橋肴町矢ケ崎 方ナリ）。 （⑲104) 
［明治20年4月17日］ 午后［中略］ 紅 葉館二至リ、海江田留別宴ノ招請二依ル。
本日 議官凡四十名、 渡辺洪基 、 関義信アリ。 夜八時過帰ル。 （⑨105) 
［明治20年6月19日］ 早朝真藤倍翠来ル［中略］ 。 依テ本日紅 葉館二於テ甲子
殉難死士ノ為 祭典 二来ルベキ旨ヲ勧ム。 ［中略］ 午后小金井三之助来ル。 川〔河〕
北俊弼〔陸軍少佐〕 来ル［中略］ 。 後同道ニテ紅 葉館二至ル。 本日 ハ甲子殉難死
士ノ祭典 アリ。 会スルモノ三条公、 毛利公其他 数十名、 長上ノ人尤多シ。 夜帰
ル。 ⑲119) 
［明治21年3月9日］ 晩紅 葉館二至ル。 元老院ヨリ転任シタル地方官ヨリ招請
ヲ受ケ、 元老院議官ー 同集会ス。 （⑨184) 
［明治21年6月1日］ 午后 ［中 略］ 紅 葉館二至ル。 三条、 毛利［元徳〕両公、 長
筑二小卜I二奔走セシ者旧友会ナリ。 会スル者凡ソ七、八十 人。 夜九時帰ル。（⑮201) 
［明治21年6月4日］ 午后［中略］ 紅 葉館二至ル。 条公ヨリ招キニ依ル。 太宰府
宮司西高辻、 士方、 清岡等列席。 能狂言催アリ。 又箕作麟祥〔元老院議官〕 ノ
招キニ応ズ。 絃姑 数 名客内外 人凡四十 人。 多ク酔倒深更二散ズ。 余モ亦酔フ事
甚シ。 歩行蹄躙。 去ル十年以来嘗テナキ所ナリ。 夜十時帰ル。 (〶 201)
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［明治21年6月14日］ 午后一時過紅 葉館二至ル。本日ハ元老院一統集会ナリ
（東久世、柳原副議長交替二付送旧迎新ノ意ナリ）。 夜八時帰ル。（⑮205) 
［明治21年6月19日］ 午后［中略］ 三時紅 葉館二至ル。 元治元年七月十九日京
都二於テ長洲三家老敗北、有志者 二十名天王111ニテ屠腹セシ日 ナルヲ以テ、 其
祭典 ヲ執行スルニ在リ。三条 、毛利両 公始メ有栖川［熾仁·参軍〕、小 松［彰仁・
近衛都督） 両宮 、 山県 、 山田、 土方三大臣、其他当時 其難二共謀セシモノ数十
名相会シ、酒飯ヲ吃シ当時ヲ談シ、真 木泉HI、久坂玄瑞其他ノ 霊ヲ祭ル也。（⑮
206) 
［明治21年6月21日］ 午后［中略］紅 葉館二全ル。 木曜例会ナリ。 予既二星ケ
岡ニテ洒ヲ飲ミ酔タルヲ以テ揺羽〔美静・元老院議官］囲 碁数局多分敗。(〶 207)
［明治21年7月1日］ 午時過紅 葉館二至ル。拙碁会ナリ。寺島、岩村、石丸〔安




［明治21年9月18日］ 午后四時紅 葉館二至Jレ。 亨安恨ノ事 二付協議アリ。 条
公、柳原、五辻［安仲• 宮 内省華族局〕、伊丹、桜井、小西等参席。或ハ義蛋ヲ
廃シ、官家士族ノ俊秀ナル者ヲ選抜シ 学 資ヲ補助シ、 各々 ヲシテ相当ノ 学 二従
事 セシムル 事 ニセントノ議アリ。 又今更之ヲ廃スルモ残念ナリ、依テ更二金員
ヲ増シ更張スベシトノ 論アリ。 議終二決セズ。 条公二於テ猶篤卜考案スルトノ
事 ニテ散会。 九時過ナリ。 (@) 2 23- 24)








郭ノ 憲仏一部及憲法井二附属 諸 法律ヲ合 シテー小冊卜為 セシモノ 各々 一冊ヅヽ
衆客二分ツ。 予午後八時帰ル。（⑲259) 
［明治22年2月20日］ 午後 ［中略］芝紅 葉館二至；レ。 元老院碁会ナリ。 五時ヨ
リ府県 会 議長等ノ招請二依リ、二階二上；レ。議長凡ソ三十名、議官十五、六名、
献酬快談 数刻。 互二胸襟ヲ隅キ懇ヲ尽ス。 八時三十分頃燕尾服ヲ着替へ、紅 葉
館ヲ辞シ［後略］ （⑮26 2) 
［明治22年3月28日］ 午后四時過紅 葉館二至；レ。本日 独乙人ベルヒ［マ〕 ン
〔法律取調 委員〕帰国二付送別宴アリ。箕作次官司法大臣ノ代理トシテ出席。［中
略］夜九時帰ル。（西 269)
［明治22年4月22日］ 午後［中略］ 紅 葉館二至Jレ。 但シ長筑1日交会ナリ。 三条
公、毛剌［元徳〕 公、 土方子、槙村、楠本、清岡、吉井、南部、三浦五郎 、滋
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野〔清彦〕、 山田 伯 其他凡ソニ十 人骨[-。当日幹事 ハ 山田 伯、 楠本、 木真村 、 消 岡等
ナ リ 。 夜八時帰ル。（⑮279) 
［明治22年5月3 0日］ 午後［中略 ］ 紅 葉館二至ル。 但シ大木議長快気本復祝宴
ナ リ 。元老院ー 同凡ソ百余名、 絃妓 数 1ー名。頗ル盛宴ナリ。 夜八時過帰ル。（〶
287) 
［明治22年6月17日］ 夕刻紅 葉館二至ル。 大鳥圭 助遣清公使二転任セシヲ以
テ 其送別宴ナ リ 。 元老院議官ー 同及東久世等ナリ。 七時帰 宅。（⑮291-9 2) 
［明治22年6月19日］ 午後 三時 芝紅 葉館二至）レ。 元治甲子殉難死祭典 執行二
付、 会スル三条公、 伊藤 、 山田 二伯、 東久、 福 、 宍戸〔磯・元老院議官〕、 林、
槙村 、 鳥 尾其他長州、 土州、 京都 人等凡ソ百名余、 酒ヲ飲ミ歓ヲ尽シ、 夜九時
散局。（釦9 2)
［明治22年12月24日］ 午后［中略］ 紅 葉館二至ル。但シ 山田 司法大臣ノ招請二
依 ）レ。 会ス）レモノ大木、 柳原両議長、 民 法、 商法、 訴訟法二関係 ノ議官及法律
取調 委員（法律取調 掛仏 人ボアソナー ド、伊 人パテノスト ロ〔司法省法律顧問〕、
英人カルクー ド〔同上〕、同サト ウ〔シ ャム総領事 〕）、報告委員等凡ソ百名言十リ。
絃妓 数十人、 杯盤狼藉放歌乱舞。 衆款ヲ尽ス。 予九時頃脱帰ス。（⑲346 -47) 
［明治23年1月15日］ 午后千家［尊 福 ・元老院議官〕 来 リ 余ヲ誘フ。 依テ直
二紅 葉館二至ル。 千家卜囲甚 数局 。 二敗 二勝。 岩村 定 高及福 羽 ［美静 ・元老院
議官〕、 蜂須賀〔茂詔・元老院議官 ］等卜囲碁。本日元老院新年宴会ナリ。会ス
ル者凡ソ七十 人。随分盛宴ナリ。予ハ八時過帰ル。此日 大木枢密院議長ヲ招キ、
同伯、 柳原伯、 楠本等 ノ 栄転ヲ 兼ルナリ。（④355) 
［明治23年2月1日］ 午后四時芝紅 葉館二至ル。麻布区会 議員懇親会アリ 。山
尾及区長、 書記等来ル。 山 尾、 大内［青密・麻布 区会議員〕、 黒田 等演舌アリ。
予モ亦ー 場 ノ演舌ヲ為 ス。 衆款ヲ尽シテ去。 夜凡ソ十時ナリ。（⑮359) 
［明治23年2月17日］ 午后紅 葉館二至ル。 旧法制局 温盟会。 会スルモノ渡辺
洪基 、 股野琢、 山 崎直胤〔宮 内省調 査課長 兼 書記官 兼 山 階宮 別当〕、村田 保、 桜
井能 監、 周 布公平、 広瀬進ー等ナ リ 。 侍婢絃ヲ弄シ、 大声放歌踏舞。 夜十時帰
ル。 ⑲363-64) 
［明治23年4月14日］ 午後紅 菜館二至ル。 三 浦安ノ招二依ル。参会スルモノ
大木、 鍋島、 東久世、 柳原、 河野、 佐々木、 吉井［友 実 • 宮 内次官 兼枢密顧問
官〕、 元老院議官等惣計凡ソ五十余名、 盛会ナ リ 。 予ハ始終蜂須賀卜囲 碁。夜九
時過帰ル。 (〶379)
［明治23年5月28日］ 午后四時紅 葉館二至ル。 長筑ノ間二奔走シタル 人々相
会シテ 旧 交ヲ修スルナリ。会スル者、 三条公、 山県 伯、 大山 伯、 山田、 野村 〔靖 ．
枢密顧問官〕 子、 林［友幸・元老院議官〕 子、 福 羽 子、 東久世伯、 壬生〔 基 修・
元老院議官 ］子、 毛利元功子、 木戸〔孝正 • 宮 内省外 事 課砒務 〕 侯、 渡辺兄弟、
清岡子、 士方子、北 畠、 南部、北 垣、 石田［英吉・千葉県知 事 〕、 柏村 、 吉 川［経
健〕 男 其他 数 名ナ リ 。 夜九時帰宅。（⑮39 2) 
［明治23年6月19日］ 午后［ 中略 ］ 紅 葉館二至ル。 元治甲子殉難死者ノ祭典 執
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行二付、当時国 事 二奔走セシモノ数十 人会合 。 三条公、 山田 伯、 東久伯、 林、
土方— 仁 杉、南部、 佐々木男也。 其他。 幹事 ハ壬生、 香川〔敬 三• 宮 内省皇后
宮 大夫］、 品 ） I I  [弥二郎 ・宮中顧間官〕、吉 ） I i、堀真五郎 及予等ナリ。 但シ 品 川、
堀、 香） I iハ来 ラ ス、。 夜九時帰ル。 （⑲398) 
［明治23年10月15日］ 午 后［中略 ］ 紅葉餌二至］レ。 但シ宇） I [盛 三郎［東京 市会
議員〕 催シニテ、 楠本ヲ招キ市区改正並二水道改良等二付意見ヲ聞キ、後懇親
会ヲ間キ圧二 献酬。 会ス］レモノ十五 区ヨリ凡ソ八十余 人、市会議員、区会 議員、
其 各区地主等ナリ。 内、林友幸、中村 正直［貴族院論員〕、千家尊福 等アリ。 予
ハ八時頃帰］レ。 衆楢歓楽 ス。 （西 127)
［明治23年11月13日］ 午 后四時紅 葉飼二至ル。 貴族、衆議両 院若干名ヅ ヽ ノ
懇親会ナリ。 荊族ヨリ凡ソ十五人、勅任ヨリ I—五 人、多額税者ヨリ凡ソ十 人、
自 由 党、大成会、改進党ヨリ 各々 十五 人、 独立者若干名ノ予定ナリシガ、 実際
会スル者凡ソ八十名。 内予ノ知ル者ヲ 数レバ、
山田 伯、蜂須賀侯、鍋島直彬子、松平信正子、千家男、金子 男、伊丹、三 浦、
小 畑、 岡 古、渡辺馬翼、楠本、林有造、 箕 浦勝人、 尾崎行雄、河島［醇〕、阿野広
中、 片 岡［健吉〕、 佐 田々、 芳野〔世経］、 竹内綱、大江 、 長 岡 〔護美〕 男、 末
松三郎 、 高田 早苗、 水井松右 衛 凹。 （⑲435) 
［明治24年4月6日］ 四時紅 葉館二至ル。本日 山田伯ヲ法律取調 委員 一同ヨリ
招請スルニ依ル。 酒飯、舞踏、放歌、雑談。 1日ヲ談シ款語、夜九時去ル。（⑮476) 
［明治24年6月4日］ 午 后［中略］ 紅葉館二至ル。 長筑旧友会ヲ 兼テ故三条公ヲ
祭］レナリ。 集会スルモノ毛利［元徳 ・貴族院議員J 公、三条公、 山 曰 伯、 土方、
林、宍戸、清岡、 福 羽 諸 子、渡辺清、佐々木、長松、木戸［孝正·式部官］ 侯、
毛剌子 其他凡ソニ十名余ナリ。 神 官 二名祭詞ノ式アリ。 後夜食ヲ吃シ八時渇帰
宅。 （⑮495) 
［明治24年11月6日］ 五時紅 葉館二至ル。海江 日 子ノ招キニ依ル（海江田 子、
麻布 区中渋谷町 四百二十五番地。海江田枢密顧問へ親任セ ラレタル祝宴ナ ラン）。
会ス／レ者松方伯、 徳大寺、大木、榎本、 土方、 高 嶋 ［輌之助 ・陸軍 大臣〕 各大
臣、 福 島、 佐野［ 常民 ］、 勝 ［海舟］、 河野、 尾崎、 東久世ノ数顧問官、 岩倉公、
谷 子、仁礼中将［景範•海軍大学校長］、 高 崎正風、 伊 東 巳 代治、有賀〔長文・
貴族院書記官〕 等ナリ。 盛宴ヲ張リ、初 二如燕ノ講談アリ。 宴蔀ナルニ当リ女
舞三曲アリ。 後二主客相乱 レテ高歌放談頗ル盛 会。 夜ル十時予等散会。 (@)539)
［明治24年11月22日］ 午 后四時紅 葉館二至ル。 松方伯ノ招請二依ル。 会スル
者内 閣部内、 高 等官悉皆凡ソ三[-人。 夜九時散ズ。 （⑮544) 
［明治24年11月25日］ 后 ［中略 ］ 芝紅葉館二至ル。本日 ハ麻布 区内有志者凡ソ
六十名ヨリ、 冨田鉄之助知 事 栄任ノ祝宴ヲ 兼ネ催ス宴会ナリ。 佐々木伯、 東久
世伯、島 津 〔忠亮 ・貴族院議員〕 伯、 新 庄［直陳 ・貰族院議員〕 子、 渡辺子、
松岡、南邸、大野、矢島［作郎 ・麻布 区会議員〕、安藤 、 吉田 二郎 、 阪田 春 雄、
阿部泰造、 黒田綱彦、 太田 卓之［会計検査院書記官〕 等モ列 席。 渡辺子 席上演
舌アリ。 冨田答辞。 主客 款ヲ尽シテ散ズ。 夜八時ナリ。 （⑯544) 
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［明治25年4月18日］ 午 后五時出門 。 紅 葉館二至）レ。 兼約二依ル。 法制局 1 日
交会ナリ。会スルモノ凡 ソ 三十人。 岩崎 ［小二郎 ・ 大分県 知 事 〕、 小 牧〔昌業 ・
奈 良県知 事 〕、 谷 森、 周布、 牧野〔伸 顕• 福 井県知 事 〕、 広瀬、 久保田〔貰ー ・
埼玉県知 事 〕 七知 事 、 清浦 ［奎吾 ・ 内務 大 書記官、 貴族院議員〕、 皆根、 水野、
金子 ［ 堅太郎］、 平 山 ノ 各書記官長、 股 野琢 其他参事 官 書記官等ナリ。 皆款ヲ尽
シテ予ハ九時去Jレ。 (@)585)
［明治25年5月3日］ 午 后五時 出 門。紅 葉館二至ル。槙村 等ノ催二係 ル懇親会
ナリ。 会ス）レ者松方伯、 本多〔副元 ・ 貴族院議員 〕 男、 三好、 九鬼〔隆 一〕、 松
岡、 馬屋原、 川田、 沢間〔簡〕 徳〔貴族院議員〕、 大沢、 古市等ナリ。懇話且将
来談合 ノ便宜ヲ図）レ為 メ申合 ヲ為 シ、 夜十時過去ル。（⑮589) 
［明治25年6月19日］ 午 后紅 葉館二至ル。 甲子殉難者ノ祭典 ヲ執行ス。 有栖
川宮、 上 方子、 東久世伯、 久我〔通 久〕 侯其他 数十名。 夜十時帰）レ。 (@)60 2)
［明治25年11月12日］ 午 后紅 葉館二至）レ。 兼約二依ル。伊多利人パテルノス
ト ロ 氏 近々 帰国スルニ 付送別 会ヲ開クナリ。 会スル者ハ、 伊 国全権公使、 パテ
ノストロ、 キヨ ソ ネー、 ビ ン ダ、 榎本〔武揚〕、 田中〔不 二麿〕、 井上、 佐野、
尾崎 ［忠治〕 各顧問官、 中島〔信行 〕、 渡辺洪基、 清浦、 三好、 金子、 名村 、 水
野、 山崎、 其他凡三十余 人。 一同庭 前二於テ写真ヲ取リ、 後宴会ヲ催シ、 衆款
ヲ尽ス。 予ハ午 后八時過退帰。（⑮6 24) 
［明治27年6月20日］ 午 后五時芝紅 葉館二至ル。 兼約二依ル。 蓋シ日本護誤
製造会社創立二付相談会ナリ。
［中略］ 夜九時散ズ。（ ⑦47) 
［明治28年7月16日］ 午 后四時半出門 。 紅 葉館二至）レ。 京都鉄道会社創立委
員小 室、 浜 岡両 人出席。 松方伯、 近衛公、 蜂須賀侯、 伊丹、 伴、 木本等参席。
去）レニ月ノ創立惣会ヲ 追認スルノ協議纏リ 其約束 書ヲ取 替ハシ、 後晩餐ノ翌応
アリ。 夜九時散会。（⑦73) 
［明治31年2月5日］ 午 后五時紅菓 館二至ル。伊藤 法典 総裁ノ招キニ依ル。委
員ハ大概出席。 先 伊藤 ヨリ法典 調 査二関 スル談話アリ。後晩餐ノ饗アリ。 七時
十分 頃退散。 ( 0146)
［明治31年5月6日］ 午 后［中略］紅 葉館二至ル。弥生 石油会社発起人等ノ集会
ナリ。 ［中略］ 引受株ノ談ノミニテ他二重要ナル談ナク、 且ツ桑島、 中江 等モ参
会ノ筈二聞タルニ、 肝腎ノ此両 人欠席。 十分ナル相談モ纏 ラズ、 ＋時頃余先辞
シ帰）レ。（⑦15 2) 
［明治31年5月22日］ 五時紅 葉館二至ル。京都府 青年会懇親会アリ。近衛〔篤
麿 ・ 貴族院議長 ］公、 久我〔通 久 ・ 貴族院議員 〕 侯、 日 野〔資秀〕 伯、 伊丹、
田中源太郎〔貴族院議員、 京都鉄道株式会社取締役〕、 雨森、 奥繁三郎 〔衆議院
議員〕、 高 木豊三 ［司法省民 刑局長〕、 谷 森、 青木行 方〔第百十三銀行取締役 ］
其他凡 ソ五十余 人。 京都出 身 学生寄宿建設ノ談アリ。 ( 0154 -55)
［明治31年11月24日］ 五時過芝紅 葉館二至ル。本 日 ハ経済研究 会ヨリ 憲政党
ノ重立シモノ即板垣［ 退 助］、 林 ［有造］、 松田 ［正久］、 星 ［亨］、 片 岡 ［健吉］、 末
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松［ 謙澄］外幹事 数 名、 竜野周 一郎 〔衆議院議員］、 伊藤 得 三［同上〕、 重野 謙 二
［次］ 郎 ［同上 ］、改野耕三 ［同上］其他両三人。此 方ニハ雨宮 、 佐 田々、 竹内、
井ノ角［井上角五郎］、米倉〔一平・明治商業銀行取締役〕、馬 越、 岡田治 衛〔武］、
若尾幾造 ［若尾銀行頭取］、青木正太郎 。酒飯舞踏 ノ 饗アリ。末松男ノ演舌アリ。
予起テ答礼ノ演舌ヲ為 ス。時 二 憲政党卜現内閣卜提携破裂ノ報アリ。 是 レ国家
ノ為 メニ甚憂フベキノ兆ナリトシテ、 一同起テ 山県 総理大臣へ忠告ア ラ ントス
ル所アリ。 ( ®1 77-78)
［明治32年6月23日］ 四時紅葉館二 至ル。経済研究 会評議員会アリ。本会規
則改正案ヲ議決シ、 条約実施准備二関 スル相談アリ。晩餐ノ後九時退散ス。 ( ®
210) 
［明治32年12月12日］ 夕刻芝紅 葉館二至ル。蓋シ今日 ハ経済研究 会 新 旧 会 長
送迎会、 且政府へ建議案ノ相談等ナリ。 竹内ハ会員 一同二 代リ予二謝辞ヲ演ベ
置時計一箇ヲ贈ル。本 日 会スルモノ凡ソ五十名、 予ハ ミチノ病気気ニヵ ヽ リ先
ヅ辞シ帰ル。 八時過ナリ。（⑦236) 
［明治33年1月12日］ 午后五時出門 。 八重同伴紅菓 館 二至Jレ。 清岡〔公張 ・
枢密顧問官〕 子ノ招請 二依ル。 十一日例会 且病気全快ノ祝意ヲ 兼ネタル宴会ナ
リ。 左ノ人々会ス。
上 方 ［久元〕 伯、 東久世［通 蒻 ・ 枢密院副議長〕 伯、 三条 〔公美〕 公、 壬生
［ 基 修・貴族院議員〕 伯、 南部 ［甕男・大審院長］ 男、 小藤 ［孝行〕、 中村 〔政
房〕、 二条後室、 上 方伯夫人、 東久 ［世〕 伯夫人、 上 方故久明夫人、 三条公夫人
等ナリ。
義太夫ノ演技其他歌舞。 盛 夜十時過散会。（⑦239) 
［明治33年2月11日］ 午后二時出門 。 ［中 略］紅葉館二 至ル。日本在留支那紳
商ー 同ヨリ招待二依ル。 支那 人ノ演舌、 大隈［重信〕 伯、 青木〔周蔵 ・ 外務大
臣〕 子、 清浦等ノ演舌アリ。後上下席 二於テ饗応アリ。 来会者 日 清人合シテ凡
ソ三百五、 六十 人卜云。多 数ノ割ニハ襄応混雑セズ 。 午后六時過予等先ヅ辞シ
テ去ル。 支那人中言語ヲ解スルモノ、 衆客 二接シ杯酒 献酬甚務ム。 甚感心 スベ
シ。（⑦245) 
［明治33年9月18日］ 午后五時感 冒アルヲ押シテ出門 。 紅葉館二至ル。 韓国
公使趙乗式及賛参宮 朴ヲ招待スルナリ。 渋沢、 竹内、 日下等既二在リ。 女舞 数
番ヲ演ゼシメ饗応ス。 趙大二満I兌ノ色アリ。 午后九時半散会ス。（⑦281) 
［明治35年4月21日］ 午后［中略 ］ 紅葉館二趣ク。 法 典 調 査委 員 一同ヨリ 同会
総裁、 副総裁タリシ 人々ヲ招待シ、 懇親会ヲ催シ、 招待 二依リ参会セシモノ‘
大隈伯、 桂伯、 清浦男、 曽根 〔禰〕 男、 金子 ［堅太郎〕 男 等ナリ。
委員 ニハ三 浦初 メ凡ソニ十五、 六名出席。 予、 委員 一同二 代リ来賓へ挨拶ヲ
為 シ、宴ヲ張リ、紅葉館躍リアリ。衆款ヲ尽シテ散ゼシハ午后九時ナリ。（⑦431) 
［明治35年4月26日］ 午后三時半出門、 紅葉館二至ル。 囲 碁例会。後五時ヨ
リ 兼テ招待シタル地 〔方〕 官、 局 長等 追 参々会。 主人 方ニテハ渋沢初 メ笠井、
一森、 諸 井、 脇田、 岸、 草川、 中村 等ナリ。 紅葉館躍リアリ。 酒飯饗。 渋沢起
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テ挨拶 ヲ 為 シ、 後互二 献酬如例。 八時過、 皆勧 〔歓〕 ヲ尽シテ散 ズ。 本日参会
セシ者左 ノ如シ。
千家尊福 〔東京府知事〕、［ 中略］古庄嘉門 ［三重県知 事 〕［後略］ （⑦433) 
［明治36年5月19日］ 午 后 ［中略］ 紅 葉館二至ル。 招待二依リ来ル者、
韓国公使高泳 其、参賛官朴 基 駿、 同劉莱。
主 人方ニハ渋沢、 竹内、 日下、 予、 一森、 小 倉、 小 野等ナリ。 酒飯、 余興例
ノ通リ。 九時散会。 （⑦51 2) 
［明治36年11月11日］ 午 后四時半復出門。 紅 葉館二至ル。 東久世伯十一日会
ナリ。 土方、 野村 、 黒田、 南部、 小藤 等ナリ。 九時散会。 （⑦5 42) 
乃 木希典
［明治15年8月4日］ 午 後 ［中略 ］ 紅菓 館二小 酌奥平 中井モ来ル快雨来ル夜帰ル
（① 376) 
［明治15年11月21日］ 午 後 ［中 略］ 紅 葉館二松陰神社祭典 二会ス十五 円奉納ス
三條公 山 縣 山田井上野村 宍戸等アリ丸 山作楽二逢 フ （①399) 
［明治15年12月13日］ 前田 氏ノ招キニ依リ紅 葉館二入ル渡邊圃武 岩村 高俊芳
川知 事 等 数 名卜会ス芳川卜囲 碁琵琶 ヲ 聞ク大酔セリ （② 40 4) 
［明治15年12月19日］ 午後ハ於紅 葉館 各隊長会夜歩シテ帰ル （①405) 
［明治17年2月18日］ 柳田ノ饗紅 葉館二小酌 山 縣 中将二逢フ （①459) 
［明治17年3月17日］ 前田ノ饗紅菓 館二至ル北 垣渡邊両氏卜会ス有興（①464) 
［明治22年2月10日］ ＋時ヨリ市兵 衛町 ノ毛利子 爵邸二行ク、 三吉、 品 川、
梶 山 卜談話シ、 昼食 ヲ 与ニス帰途 品 川、 梶 山 卜紅 葉館ニテ 晩餐 ヲ 摂）レ。 ( 〶42)
※原文は独文。
［明治22年11月27日］ 午後［ 中略］ 梶 山卜予二 人ガ主催トナリ豊永卜荘原 ヲ紅
［郎）
葉館二招待ス。 予酪酎ス弐円六拾銭支払フ。 （⑦111) 
跡見花践
［明治19年9月26日］ 午 下四時より、 紅 葉館 に 小 松親 王欧州 に 赴せらる い 二
付、 此館 に 御 別宴を開か せら る。 来会者、 皇族、 華族、 凡五十余 人。 予も被召。
（① 888) 
［明治25年6月30日］ 小 松宮 依仁親 王殿下、 山内八重子 殿 卜 七月六 ( B)御
結婚被遊、 翌七日 芝紅 葉館二於テ御宴会被遊候 尋寸、 御招状賜り 候 。 （②101) 
［明治25年7月7日］ 芝紅 葉館午後五時参会之事 。
［ 中 略］午 四時、 命 車、 到紅 葉館。 小 松宮両 殿下、 若宮両 殿下二拝謁ス。 別 当 病
（旋）
崎、 家令長崎、 来客 周 施 ス。 御客、 邦宮 、 同女 王、 華 頂宮 郁君、 梨本宮 、 其
（銘）
外御親戚。 華族、 紐州、 伊達、 有馬、 山内之名 々也。 伊藤 伯、 伊丹、 青 山 御
所女官 卜余也。 御客 中ヨリ、 跡見学校ハ御息所 ノ 製造所也とて 大賞賛セ ラ レ、 名
誉之至也。 十時後、 去帰。 （②103-0 4) 
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［明治26年4月16日］ 十二時、馬車二頭立箱嗚車五輛来、塾生残リ 居 ル者 卜余
始廿七人、乗馬車二、紅 葉舘二行。 此時、雨止。 汲泉会員続々来集ス。二時、卒
業 証 書授与式 ヲ執行ス。 始、余祝辞 ヲ伸、次、 証 書 ヲ授 ク 。 卒業生十六人也。 佐
藤 利尾子生徒総代、答辞 ヲ朗読ス。 次、加茂玉江 、英語演舌ス。 畢Tlii汲泉会、 踊
舞三番及落語二番。 畢而四時食事 。 五時半散。 此日 会者、 百四十五人也。 頗盛
会。 点灯頃、帰校ス。（②186-87) 
［明治26年7月15日］ 招待、小松若宮 、欧米御巡行 叶寸、紅 葉館、午後六時
出向之事 。
（大）
［中略 ］ 紅 葉館二行。小松宮 若宮 様、頼子様、八重子 様、外務 太 臣夫 人、宮 内大
臣夫人、 花 房、清岡、井上男 爵夫人、上野夫人、下田 歌子 等也。 夕餐被饗応。
紅 葉館、 踊舞有て、九時過、皆尽歓而帰。 十時過出。（②208-09) 
［明治27年2月24日］ 午下四時ヨリ 往 紅 葉館二、志 賀 ［重昂］ 氏結婚之祝宴 ヲ開
カ）レ。 桃子 も来、 朝野紳士 凡百名計、実盛宴也、十一 時帰。（②264) 
［明治31年6月12日］ 有約、余、栄子と同しく、朝九時より紅 葉館能楽 二行 。
田村 氏先二至る。終日 面 白く、久々にて楽しみ にたえず。 雷電を 一番残して帰。
（② 5 20) 
1回）
［明治33年4月15日］ 第一 会 校友 会日 叶寸、芝紅 葉館二設く。第一 隊九時之
車ニテ、第二、＋時、第三、十時三十分、第四、十一時と、第四隊としてくり
出す。 追々集り来る。 午下一時二時之中也。 珍らし き 旧生徒等二面語して、楽
しさの限 りなり。余興、あやつ り三番隻、くるわ の網笠、国の 基 の三番。 畢而
食 事 。 此時、桃子開会の挨拶を のへる。 会する者二百五十 人余也。 食 事 ハニ階
ニテ、余興ハ下座敷 也。 先々賑々敷 開会 も相済、六時全畢。（②6 29) 
［明治34年12月2日］ 約有、午下五時より芝紅 葉館二行。
［中略］ 午下四時半より、余、 愛治郎 同道にて 紅 葉館二行 。 ［中略］座巳二定面、加
藤 弘行之一統、 岩橋 氏 ノ ー統、新 夫婦二初 対面す。 増田義 ー 氏 も 有為 の 人 物也。
加藤 弘行之一夫一妻之演舌アリ。 祝宴を開か れ、本膳済て 九時帰。（②741-4 2) 
※ “加藤弘行” の表記が正 し ければ問題ないが、 "加藤弘之” の誤記だ と すれば話が違っ
て く る 。 と い う の も、 一夫一婦制 は加藤弘之 の持論で、 現に加藤弘之 （述） 「一夫一婦の
建議」 が 『天則』 第 1 編第 6 号 （明治 22 年 8 月 ） に掲載 さ れて い る 。
［明治36年5月17日］ 午下五時より、余、桃子と、安田 氏の招に 応して 紅 葉
館 に行 。 善之輔氏の新 婦銑子 に も 紹 介あり。 来会者多 人数 也。 九時帰。（③31) 
［明治38年6月3日］ 午下五時より斎籐 梅子 里開きの祝宴開らか れたるに 付、
芝紅 葉館 に行。 媒介者三宅雄 沿 郎 就 にて 主客 共みな
＇
じ り人のみ にて 賑 し々く、
九時帰。（③166) 
［明治38年11月19日］ 実業之日本社長増 日義 ー 事 務移 転披露式、芝紅 葉館。
天皇陛下御凱旋あら せらる バこ 付、東京 市民 熱誠を 挙て 奉迎する。 予、午下一




［明治40年5月12日］ 実業之日 本、 十年紀年 祝、 紅 葉館 にて 午下一時。 （③
301) 
［明治43年5月24日］ 予定 三十年祭、 三条 西季知卿、 午下六時迄二紅 葉館ニ
テ。
［中略］午下五時前より紅 葉館二行。 床二季知卿烏帽子 狩衣之肖 像二、 くたけて も
玉ハ光りの残るへ し、 の野あり。 皇后宮 より、 御歌賜りたり。
さやかなる声を残 して敷島 の道し るへせ し 山 ほと>きす
（慨）
実に御名紆にて 感 款 の外な し。 食事 楼 上にて、 知 己 の 方多 し。 古の事 のみ談
話す。 女ハ予一 人也。 九時帰。 （③560) 
［明治44年4月9日］ 婦人世界 園 遊会、 午下一時より紅 葉館 にて 。
［中略］午下早々 、 予、 李子と 同 しく、 又、 正子、 靖、 早苗、 石山 氏と 同しく紅
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葉館二行。 増田 氏、 婦人世界の五 週年之悦な れ ハ、 来賓之多 き、 座敷、 庭 園、
（ 新 渡 戸 ）
立 錐之地もな き盛 大也。 余興種 、々女天下喜1界,,もありて、増田 氏開会の辞、仁戸部
演舌、 大隈伯 同、 予祝辞、 棚橋 祝辞 にて式畢。 食堂開 け、 已而帰。 （③648) 
［明治45年6月17日］ 午下五時、 紅 葉館行、 三条公より御招。
［中略］ 午下四時半より紅 菜館二行。 三条 御夫婦先在。 本日は 久々にて 御親戚御
親 睦の為叶卸招致したる迄也と 申されたり。 閑院宮 御夫婦、 鷹司御夫婦、 山内
(!,) 
侯御夫婦、 南部夫婦、 土方伯、 山 尾子、 藪子、 平 松子、 三条 男夫 人、 河 嗜 子
二 人、 予、 松井氏、 尾崎夫婦と也、 鄭重なる御 もてなし にて余興 も 数 番あり。
御客 の芸 もありて面白く、 十一時帰。 （③751-5 2) 
巌谷小波
［明治20年7月10日］ 午 后 二時ヨ リ 東京金 蘭會 へ行ク （於紅 葉館） 和／楽、
（ママ）
唱歌、 踏 リ 、 及岡 山、 土子、 末松三氏ノ演説アリ 會 ／ニテ市嶋、 勝田、 高
階 石橋 安 川、 松波氏等二會 ス／六時解散 （會 費 二十箋） 上車帰宅 ( 2 2 ; 「丁
亥日録」 ） ※ こ の時の東京金蘭会 （男女交際会） は第 4 回で、新聞記事 「0金蘭會」 （『讀
賣新聞』 明治 20 年 7 月 12 日 第 1 面 「雑報」 欄） が参考 と な る。
［明治22年12月6日］ 六時紅 葉館行 今夜日就社 招待 依田、／高田、森田、
露伴、 寒月、 幸堂、太華、 落 花、 通 ／泰に面會 他社 の連中、 十一時帰る (94 ;
「 己 丑日録」 ）
［明治23年9月10日］ 午後四時阪田来 尾峰来 阪去ル、 尾と 共二／出で 紅
葉館行 高、 桂、 虚後ヨ リ 来［中略］ ／ 別 席二専門 学校教員會 アリ 森鴎外 氏 に
(t'i] 
／初 劉面 其他餐庭、 高田、 坪内、 落合 氏／あり會 す 午後十二時帰宅、 (11 2 ;
「庚寅日録」 ）
［明治24年5月31日］ 四時水来Jレ 食後共二紅 葉館行／今夜日就社五千号祝
宴、 重野／本野一郎 、 角田、 子安、 島田、 尾崎行雄、 高 木／正年、 吉田 嘉六、
箕 浦、 臼井き 代松、 青木／匡等諸 氏 に初會 、 其他 春 の舎、得知、 ／社中、 紅、
眉、 漁、 等 数十名 十二時帰 ( 134 ; 「辛卯日録」 ）
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［明治25年1 月 6日］ 夕 方 紅 葉 館へ／行く今夕日就社 新年宴、 来賓：こは ／
島田、 中村 忠雄、 正太夫 本野、 岡崎等な り／十時帰宅 ( 153 ; 「壬辰 H録」 ）
［明治27年12月5日］ 午後五時桂舟に 寄る 不例 高階居合す それより 館
行 ／余 の為 の歓迎會 と ｛属す 柳 原伯、 大和田、 佐々木、 山岸、 ／細川、 野口、
落合、 辻沢、 永洗、年 方、 岸上、 坪谷、 ／ 石橋、 江 見、 高 階、 松居、 松井、 乙
羽 、 及兄飯田 等而／て 大橋、 尾崎幹事たり 十一時帰る 舞踏三番 ( 234 ; 「甲
午日録」 ）
［明治27年12月7日］ 尾紅 来訪入浴後夕 方共 館行 茶奎、 ［中 略］／中央 新
聞の會 新 座敷 にあり 大岡 育造、 力、 桂舟、 江見、 松井／松居、 関 戸、 等あり
中頃之 に 開入す 十 二時後帰る ( 234 ; 「甲午日録」 ）




［明治21年1月24日］ 咋夕、 司法省中高 等官井法律取胴委員 等八十餘名ヲ紅
葉 館 二饗ス、 ( 28)
［明治21年4月19日］ 夜、 大臣 ・尾崎 ・児島卜紅 葉 館二飲ム、 (39)
［明治21年4月21日］ 各控訴院長及始審所 長廿餘人ヲ、 紅 葉 館 二饗ス、 (40)
［明治21年6月4日］ 箕作議官、今夕取調 局員ヲ紅 葉 館二招飲ス、会者四十 人、
妓十九名、 (5 1)
［明治22年3月28日］ 晩、 ベルヒマンヲ紅 葉 館 二送別、 ( 10 2) ※尾崎参照。
［明治23年3月25日］ 大木伯、 病癒之祝宴ヲ紅 葉 館二張、 ( 173)
［明治23年7月8日］ 日本法律 学校宴会、 於紅 葉 館、 ( 196)
［明治23年10月13日］ 海江田信義 ・丸 山 作楽発 意二而、 於紅 葉 館、 スタイン
1-f城）
博土之追悼会ヲ催 ス、 会者伊藤 伯• 山県 伯 ・谷 子外 二十 人餘、 ( 2 10)
［明治40年5月7日］ 晩、 紅 葉 館二、 第 三回鉱業大会二臨ム、中村 弥六• 長谷
） i i芳之介暴言、 (333)
近衛篤麿
［明治28年2月20日］ 五時、 三 曜懇話懇親会 に 付紅 葉 館 に 赴く。 帰邸八時五
十分。 （①3) 
［明治28年3月28日］ 午後 二時、 甲午 倶楽部懇親会 の為 紅 英 館 に 赴く。 桃川
如燕の講談あり、夜に 入り余 も 幻 燈を 点 じて興を添へ、十時過散会せり。（①20) 
［明治29年10月11日］ 午後三時過、懇話会 の懇親会 に 付紅 策館 に出席、 酒 間
曾我子 の演説等ありて 盛 会なり。 今夕は余の議長就任に 付て の祝意を表 ずる 事 、
大主意なりしと 子 爵の演説 にて 承知せり。 政治談盛 にして 頗る面 白 き会合なり
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し 。 曾我子より佐藤 大佐を勅選 に 推撰ありたき趣話あり、 余よりも 其筋に 可 申
談旨答へ置く。 十一時帰邸。（①74) 
［明治29年10月23日］ 緩話会 に 付紅 葉館 に 赴く。同館会計の者に 二十六日 の
宴会の事 相話す時、 違約の返答な れば、 余は憤怒して直に 帰り、 常盤屋に命 ぜ
し む。（① 84) 
［明治29年10月24日］ 今 朝来紅 葉館より数度 謝罪の使来りたりと の 事 、 又二
十六日 の 事 は 弥常盤屋として準備せり。（①84) 
［明治29年11月5日］ 五時過、 緩話会 に 付紅 葉館 に 赴く。 同館にて、 航日 の
謝罪の為 とか 称して 踊 一番を 出せり。 帰邸十一時。（①99) 
［明治29年11月20日］ 午後五時、豊国会長の招待 により紅 葉館 に 赴く。西郷、
蜂須賀、 鍋島、 前田、 細川 諸 侯、 土方伯、 其他十 数 人。 種々相談ありて後、 酒
飯の餐あり、 謡曲、 囲棋等ありて 盛会な りし 。 帰邸九時半。（①109) 
［明治29年12月10日］ 黒田侯分家 叙 爵祝宴の為、 紅 葉館に 赴く。 来賓松方、
榎本、 土方、 清浦、 蜂須賀等の 諸 大臣、 川村 、 高崎両枢密等な り。 円遊の落語、
館妓の歌舞、 新橋 芸妓の 踊 等あり、 盛会な りし 。 九時帰寓。（①1 21) 
［明治30年11月12日］ 午後五時半、長 岡護美催 の 学制研究会懇親会 に 出席竺、
長 岡、 伊 沢修二、 星 松三郎 、 尺秀二郎 、 湯本武比 古等なり。 献酬の 間に 教育上
の談 論あり、 伊 沢、 長 岡、 星 等の席上演説もあり、 余 も亦意見を 述べたり。 伊
沢と 尺と の間 に 衝突ありて、伊 沢は鉄拳を 振ふて 尺を 打つ 。尺は 別 に 抵抗せず、
他より伊 沢を取おさへて 事済 め り。 而して伊 沢は直に 立て 其挙肌の不穏なるを
謝せり。 又ー 場 の餘興と も 云は んか 。 帰寓十時。（①3 20) 
［明治32年2月19日］ 午後五時、 京都 人懇親会 に 付紅 葉館 に 赴く。 二 条公、
日 野伯、 九鬼男、 其他貴衆両院議員 以 下 学生に 至る迄、 百有餘名。 学生の剣舞
あり、 又館妓の舞 踊あり。本日 の会 にて 京都出 身 学生寄宿舎の寄附金 も 二千餘
円 に達したれば、 余より出金者に 一言の挨拶ありたしと の 事 を、 学生等より依
頼せり。 依て 一言を 述べたり。 帰邸八時。（②279) 
［明治32年3月8日］ 公爵会 に 付紅 葉館 に 赴く。二 条、 徳 川、 鷹司拉に 九 条若
公出席、 夫人は 徳川、 鷹司両公爵夫人及び貞子な り。 円遊の落語あり、 九時過
帰邸。（②290) 
［明治32年12月2日］ 午後二時半、 東亜同文会大会並に 歓迎会の為、 紅 葉館
に 赴く。 先づ 別 室 に 於て 亜州通 商協和会等の事 に 付、 大内暢三と談話し、 夫よ
り会 場 に出て、 座定ま りて 同会々則 の改正案議 事 に移 り、 終りて 余は会員 の要
求によりて ー 場 の演説を 試 む。 欧米 に 於 け る東亜に 対する意見より、 次に 我対
清の 方針に 説及ぼし、 終はりに 蘇杭州居留地処分 の 事 に 至りて局を結ぶ。 此時
座を 改 めて 酒宴とな り、 長 岡子 爵会員 に 代はりて 余の労を 謝したり。 是より先
に、 榊原子 爵夫 人本日乳癌切断、 治療の結果 良効ならずして 危篤な りと の電話
に 接したり。故に 酒二三行にして 此席を去り、 別 室 にて 喫飯し 悶":�;!!戸、（②488) 
［明治33年2月11日］ 我国在留支那 人の招待 によりて、 午後三時紅 葉館に 赴
く。 別 室 にて 亜州通 商協会 の相談あり、 終はりて 会 場 に 赴く。庭 園 には 各種の
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国旗、 提灯等を 連ね、楽 隊は 絶 えず奏楽し、 又餘興としては 円遊の落語、茶番、
館妓の舞踏等あり、 清国 人中総代ー名、 我 皇 帝万歳を 三唱し、 又 別 紙 の祝文
を 朗読す。 終はりて 大隈伯は 清国皇 帝陛下の万歳を三唱し、 終はりて ー 場 の演
説あり。 次に 青木外相、 清浦法相等の演説、 商業者を 代表して 大倉喜八郎 演説
し、 次に宴 に移 る。 来客 三 百餘名、 皆朝野知 名の 人な り。 鄭重なる翌応あり、
帰邸七時過。（③57 -58) 
［明治33 年 2月18日］ 虹葉館 に 赴く。 京都府 人懇親会の為なり。 同会は余の
歓迎を 兼て の催 ふしなり。 円遊の落語、 丸 一の大 神楽 等餘興あり、 宴 に 入りて
総代某 （青年会員） の開会 の辞あり、 浜部儀八郎なる老翁の経歴談あり、 余は
一言の挨拶を述べたり。 夫より 献酬は 盛 ん に 起り、 浜部翁は 踊る。 余は 七時過
辞して、［後略］（③63) 
［明治33 年 2月26日］ 紅 葉館 に 赴く。 貴族院属僚慰労の為なり。 歌 ふ も のあ
り、 舞ふ も のあり、 皆歓を尽せり。 別 室 に研究 会 の懇親会あり、 黒田 侯、 岡部
子もありしかば、 起へ来りて宴を共 にす。 又 別 室 に 高 木正 善、 丹羽 長保、 牧野
忠篤、 山口 弘達等の一 団ありて、 余を 迎ふ に 付 こ れ に 赴き、 帰邸夜半を渦 ぐ。
（③ 73) 
［明治33 年3月3日］ 紅 葉館 に 於て 催 ふされたる二嶋中洲冷古稀の賀筵に臨む。
遅か り し為 客大半は散 じたりし も、翁は 東宮 殿下より賜は りし銀 盃を出せり。
こ れ にて 献酬す。 暫時 にして辞して 帰邸す。 九時。（③79) 
［明治33 年 3月24日］ 五時、 緩話会 に 付紅 葉館 に 赴く。 徳 川公、 黒田、 細川
両侯、 岡部、 稲葉両子、 松浦、 蜂須賀、 松平 ド諸 氏と幹事 山内子；等なり。余の
蓄音器を 餘興として出す。 又 松平 氏、 得 意の尺八を 吹きて 館妓と合奏せら れし
は、 皆 其技能 に 感 じあへりし 。 十時半帰邸。（③100) 
［明治33 年 5月11日］ 田辺、白岩等と の約により紅 葉館 に 赴く冒 ':o +時過帰
邸。
［中略］過日 常盤屋の会合 の結果、 田辺を白岩より呼寄せ相談したるに、 田辺は
大東の 事 業を 拡張して 湖南事 業を共 に せんと の 事 に不 同意な りとて、 其内幕の
話を 為したる結果、 余 に 裁断を仰 が んと の 事なりとい ふ 。 余は 今日 の経済界の
情況に 窒 がみ、 過日 常盤屋会の決議は 不得 止も のな りと 思ふ 旨、 並 に田辺の内
情談は 一 己 人として 左 もあら ん が、事 を遂 げ んには 私清を去らざる可らざる事 、
大東の今日あるは田辺が義 侠心より一 身 に 引受 けし結果な れば、 事 業の成立を
計ると共 に、 こ れ によりて生ずる田辺の損害は如伺にか 救はざる可ら ず。 兎角
こ れは 二様に考へねばなるま じ。 往 々如此際に公私を 混合するが 故に、 罪な き
人に 汚名を 負はするが如き 事 も生ずるな り。こ れは 尚ほ 熟考を 要すとて分袂し、
再び紅 葉館に 会す。 余の説は大東拡張後の 新株主に、 従来の大東 事 業を相当価
格悶り戸にて買取らし 砂る事 、 但し こ れは 売渡すの意味 にてはなく、 1日株の一秩
は 新 株の一株以上の価格と 認 めし むる事 と せば、 大東旧来の関 係者も面 目を保
ち褐べく、 新株主も こ れ には 異 論なから んと 云出し に、 夫にては 新 株主と 交渉
の際内兜を見透かさる い の嫌ありとて 決せず、 此日は こ れ にて分る> 事 とな れ
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り 。 （③150) 
［明治33年6月27日］ 午後四時紅菓 館 に 赴く。 張権氏等招待の為な り 。 来会
者榎本子、 島 津伯等、 七十名餘な り 。 張権、 銭拘の外、 訳官 羅 庚齢、 i馬闇模等
来る。 坐定まって余一言の挨拶を 為し、張氏 こ れ に 答へ（中西、 羅 両 氏の通 訳）、
主客 歓を尽して十時過散会す。 直に 帰邸。 当日は 目下戦 乱 ［北 清事 変］ の際に も
拘ら ず、 此厚遇を受 けたり とて 大悦の模様な りし 。 （③198) 
［明治33年10月9日］ 午後五時半紅葉 館 に 赴く。 趙公使招待の為な り 。 六時
趙公使、 蓮元康丸 に 伴なは れて来る。 寒喧礼了るや、 公使は日本内 閣更迭の風
説あ り 、 事 実如何と の問を発 せ り 。 余は 事 実な り 、 但し 伊 侯病 に 臥するのみな
ら ず、 旧内閣の責任として 為すべき 事 柄あ り 、 其結了迄は 組織はな り がたから
ん。 公使出発 迄に 伊侯の内 閣は見る可ら ずと 答ふ。 夫 よ り 二三応答の末、 余 よ
り 韓王密勅の事 、 何故に 今日 迄我政府 に 提議せざるやと 詰問せし に、 公使は余
の此事 を知 り 居 りしを大に 驚きし も の 汀l□くな りし が、 新 旧内 閣更迭に際して
此議を 提出するも 徒労に 帰するを 恐る。 又自から の出発 に 近きを 其ー理 由とし、
又如此の大事 件は 一度帰国の上熟議の上ならでは 云ひ出し がたし 等の弁疏あ り 。
余は 我内閣は更迭するも、 旧内閣の 事 務 新内閣 に 引継 ぐも のな り 。 別 に 徒労と
なるの嫌はなから ん。 公使出発 近づくと 雖も、 大体の提議を 為し置く には 別 に
時日を 要せざるべし 。 又帰国して 熟議を 要すと の事な れ 共、 菊池 tには直に 提議
する事 を約せら れし にあらずや。 又詔勅を受 けな がら 大体の提議 も せずし で帰
国するは、 日本ならば違勅 の罪免か れ がたから ん。 唯恐る、 韓国の元勲として
使命 を 果さずし で帰るが如きは 君の為 に取らず、 君は 帰国の後かなら ず立 場を
失は んと いひし に、 彼は いへ り 。 菊池 には直に 提議せんとは 云はず、 一度帰国
の後に 熟議せんと いひ置たり と。 余は 其筈なしと 押 問答の末、 余は 此老狸一筋
縄にては 扱ひがたし、徐々に 責付るに 若か ずと 考へ、酒 食を出し、暫時雑談す。
酒 間彼は 餡腕至らざるなし 。 余は 更 に 辞を改めて、 韓国の北 清事 件に よ り て 受
くる痛苦如何を 問へ り 。 彼は言を 他 に 托して明らか に 答へず、 余の 追窮する事
甚 だしか りし に よ り 、 織か に韓国の甚だ危き 事 を 述べ、 内地の改良を 必要とす
る事 を 述ぶ。 余は更 に、 内地の改良は国の防備完ふして後は じ めて 論ずべし 。
貴国の如きは日本の如き孤嶋にあら ず、 国 防厳ならざれば危き事 累卵の如し 。
故 に 国 防を 貴国の最 大急務とす。 而して 国防には多 数 の兵員を 要し、 其武器を
要し、 沿岸防備には 砲台軍 艦を 要す。 貴国今日 の力 能く こ れを整備し 得べきや
否やと。 彼いふ、 此の如きは 一 に 貴国の力を借らざる可ら ずと。 余は い ふ、 貴
皇 帝の密勅 も亦此の如し 。 而して 今 又貴説 も如此と せば、 公使は 何 が 故に 提議
を 蜘朗するやと。 彼は前言を 反覆して、 帰国時期 の切迫せるを 述ぶ。 余は 君の
帰国を いそぐ理由如何と 問ひし に、 如此大問題は 熟議を 要する事 、 又今日秋冷
の時 に 際し、 滞在の期永 け れば老艦防寒 に 堪へ がたから んを 恐る。 韓国は家 に
「オン ドル」 あ り 、 日本家屋に こ れなしと。 余励声して いはく、 日本に も老人
はあ り 、 防寒の具は備れ り 。 日本家屋尚ほ寒しと せば、 西洋形の家 もあ り 。 た
とへ こ れなしとするも、 国の元勲たるも の公務を 帯びて 国外 にあるに、 暑寒の
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為 に 大切の公務を 怠るが如きは、 我国ならば 人皆国賊といは ん。 如此は 君の為
に取ら ずと。 彼は 是より再たび気 候 の事 をいはず、 唯大事 件な れば 帰国の上、
皇 帝、 外部大臣、 及び菊 池と も 熟議せざる可ら ずと 頑と し て言を 魏へさず。 又
余の君は 尚ほ中立国の 論を廃せずやと の 問 に 対 し て、 公使はいへり。 過日 貴説
と 愚説とは相反せり。 故に 議 論を 為すは 好ましからね共、 自からは 尚ほ中立国
たら ん ごとを望み 居 れ りと。 到底済度 し がたし。 卜時前帰 れ り。 余 も 帰邸す。
（③ 348-49) 
［明治33年10月20日］ 紅 葉館 に 赴く。 政友会 の有志者と 会合 の為なり。 河 野
主一郎 、 中村 新 介、 及び江 湖倶楽部員六七名来り、 同盟会よりは頭 口満、 遠藤
秀景、 中西正樹、 国友 重章、 恒屋盛 服出でたり。 懇談酒 盃の裡に 進み、 十時に
至り散ず。 直に 帰邸。 （③356) 
［明治33年10月21日］ 午後一時、 国民 同盟会懇親会の為 、 紅 葉館 に 赴く。 来
会者八百名に及ぶ。 二時半、 余式 場中央に立て挨拶を 述べ、 終はりて三々 五 々
楼 上楼下に 集 ま りて、 且つ 飲み 且つ 談 じ、 風雨の割合 には 盛 会 に し て、 又多勢
の割合 には静 粛の会合なり し。 五時散会、 ［後略］ （③356) 
［明治33年11月4日］ 紅 葉館 に 赴く。 山 陰八J小I会より招待せら れたればなり。
神 鞭知 常、 原田 赳城、 渡辺芳造、 其他十 数 名な り。 同盟会の気勢を同地 方に張
ら んと の 申合なり。 後に 諸 氏の依頼により揮憂 数 枚、 十時帰邸。 （③365) 
［明治33年11月6日］ 紅 葉館 に 赴く。 今度根津 一、 加州 地 方遊説 の為 近々出
発 に 付、 在京 九州 人集 まりて根津を餞したるな り。 九時比辞 し て去ら んとする
に 当 り、 廊下に て玉木弁太郎 に出会す。 同人に 誘は れ て 一室 に入る。 石黒五十
二、 藤 岡市 助、 真 野文二等あり、 暫時話 し て帰邸す。 干時十時。 （③366) 
［明治33年12月15日］ 五時、 緩話会 に 付紅 葉館 に 赴く。 本日は同会飢立以来
十年を経渦 したれば、 盛 ん に 会 の為 に祝す。 二 条公、 細川侯は臨時所 労の為 不
参、 黒猿の講談三席、 館妓の 踊 一番あり、 盛 会な り。 十時帰寓。 （③41 2-13) 
［明治33年12月20日］ 午後五時紅 葉館 に 赴く。 同 志 新 聞記者大会 に 臨 場、 箕
浦勝人の開会の辞、中井喜太郎 の決議案朗読あり、余 に も 一言せよと の事 に 付、
簡単に 挨拶す。 終っ て 楼 上同盟会有志懇親会 に臨訂。 出席 二百名餘、 八時過帰
寓。 （③416) 
［明治33年12月26日］ 午後四時、 東亜同文会応年会の為、 紅 葉館 に 赴く。 長
岡副会頭、 根津幹事 長、 国友、 中西、 国屋、 日 鍋、 小 ） I [、 柏 原、 褐田、 ロロ の
諸幹事 、 東京同文書院役員、 外 に 地 方遊説員等なり。 地 方遼説の報告は田 鍋、
（不記）
小川、 井上、 ロ ロ の四氏演述 し、 夫より酒 に移 り、 十時過去り、 徒歩 山口と 同
道 し て帰寓。 （③4 21) 
［明治34年1月8日］ 午後四時同盟会 に 赴き、 酒 ー樽、 蒸魚ー函を委 員等に 贈
りし が、 同所 割烹の設備な き為、 居合は せ し も の一同を 伴びて紅 葉館に 至り、
小 慰労会を 催 ふす。 神 鞭知 常、 広瀬千磨、 中西正樹、 望月竜太郎 、 国友重章、
恒屋盛 服、 田鍋安之助、 田中勇右 衛 門、 森隆 介、 大内暢三等来る。 一同十二分
の歓を 極 めたるも の ':,. 如ぃ ＋時 ヽ 余徒歩帰 寓゜ ( ④仔り
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［明治34年2月4日］ 午後四時、同 志懇親会 の為 紅葉館 に 赴く。出席二百名計、
中西正樹開会の辞を 述べ、次に 同盟会の政社となりし後の余の体度に 付演説す
［中略］。 夫より国友 重章は 起て、満 9州 問題 に 付某国よりニケ条 の回答あり、今
こ れを 云はざれ共、 諸 君 こ れを 聴かば髪竪 ち 賦裂 け んと、暗に大隈伯より余の
聴きし 事 実を 暴露す。 後、余は 其不都合を 責 めた れ共、馴も 追ふ 事 能はず。 其
他 二三番の演説ありて 1—時散会、徒歩 帰寓。（④38-39) ※ こ の 日 の 関連記事 「近
衛公 と 同盟会」 （『報知新聞』 明治 31 年 2 月 6 日 ） も 付記 さ れて い る が 、 省略。
［明治34年3月1日］ 午後五時紅葉館 に 赴く。 新 関同盟記者を 慰労するが 為な
り。 余より一言の挨拶を 述 べ、中井喜太郎 こ れ に 答へ、次に 一両 人の演説あり、
伊藤 侯の人身 攻撃綸を 為 せし により、余再び起 ちて、今夕は 東邦問題 に 就て 集
会を 乞ひしなり。 然るに現内 閣の攻撃 論 に 至りては、余 こ れを聴くを厭ふ。 伊
侯の政策 往 々にして余の賛成し がた き も のな き にあら ずと 雖も、 こ れ が 為 に 人
身 に 立入りて 攻撃する事は 好ま ず。 侯にして 今日余輩の意見を採 用して満 州 問
題 を 解決せば、余は 喜んで 侯を 援 け んとするも のな りと 述 べし に、皆 こ れ が 為
に 黙す。 酒 間款酬盛んに、皆歓を 極 めた るも の 豆 如くなりし 。 帰寓十時。（④7 2) 
［明治34年3月8日］ 午後五時紅葉館 に 赴く。 同盟記者よりの招待 によりてな
り。 席 上、中井喜太郎 総代として 招待の辞を 述べ、余 こ れ に 答へ、 其他 二三の
演説ありで帰寓、十時。 （④85) 
［明治34年3月18日］ 五時半、今般中島真 雄、田 鍋安 之 助等、同文会派遣員
として北 清地方に 赴くに 付、送別 の為 紅菓 館 に 赴く。 同文会幹事 等列 席、両 人
の外 新 帰 朝の笹森儀 助、 山根后之助等 も臨 む。 帰寓十時。 （④104) 
［明治34年3月27日］ 五時、紅葉館 に 赴く。 国民 同盟会同 志懇親会の為なり。
恒屋開会 の趣意、 中井、上嶋、佐藤 虎次郎 其他の演説を終は り、最後に余も亦
一言の挨拶を為し、夫より酒 宴に 入る。 帰寓十時。 （④1 21) 
［明治34年4月29日］ 紅葉館 に 赴く。 長 岡副会頭、根津幹事 長以下、 同文書
院職員等の送別 の為なり。 李清国公使、i馬訳官を随へて臨席し、同文会評議員
ー同来会す。 余より今夕 の会 の挨拶、並 に 長 岡、根津両氏送別 の辞を述べ、長
岡、根津両氏の答辞、李公使の挨拶あり。 餘興として 狂言二番、館妓の舞踏あ
り、皆十二分の歓を尽して散ず。 余は根津 、中西、小 ） i i、 山 口 等と 徒歩し で）昂
寓す。 時 に 十一時。 （④174) 
［明治34年6月20日］ 紅葉館 に 赴く。 渡辺国武子 洋行 に 付、東邦協会催 の送
別 会 に 臨み、九時散会、直 に 帰 寓。 （④21 2) 
［明治34年7月6日］ 午後五時、同盟会有志者の送別会 に 付、紅菓 館 に 赴く。
高 嶋鞘之助子、三浦梧楼 子をは じ め 、 百有餘名な り。 鈴木重遠翁送別 の辞を 述
べ、余 こ れ に 答へ、帰寓九時。 （④2 2 2) 
［明治34年7月9日］ 五時、紅葉館 に 赴く。 東亜同文会より余と 長 岡副会頭 の
為 に送迎の宴を開きしなり。 幹事 を 代表して小 川平 吉開会の意を 述べ、余の謝
辞、長 岡子 の報告廣説等あり、八時半辞し で）希寓す。 副嶋伯、榎本子、清浦氏
をは じ め 五餘名、盛会なりし 。 （④2 23- 24) 
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［明治34年9月21日］ 午後四時紅葉館 に 赴く。那桐一行［ 人員 の詳細は 判明し
てい るが、 省略］ 招待の為な り。正賓は 那桐、 顧肇新、 察源 深、 張徳葬、 陶大均
外 二名、 李盛 鐸、 i馬因勲も臨席し、 長岡護美、 岡部長職両子、 陸 実、 神 谷 卓男
も加はる。 館妓の舞踏二番餘興としてあり、 酒杯の間緩々懇詰を遂 げ、 談笑の
声絶へず。 過日 来形式 的の宴会 に 苦し みし が、 今夕は大に 快を 覚へたりとい ひ
し 。 十一時 に 至りて 皆去る。 余 も やが で帰寓。（④280) 
［明治34年10月10日］ 午後五時より小村外務大臣歓迎、内田 清公使送別の為 、
紅葉館 に 赴く。同文会評議員 の催 によりてなり。主客 歓を尽し、 十時帰 寓。（④
288) 
［明治34年12月1日］ 李盛 鐸の告別の宴 に 赴く。 会 場は 紅葉館な り。出席者
土方伯：、 榎本子は、 長岡子：、 鍋島 侯？、 末松男: 、 其他 数十名、 清人の側 には 新
公使察鉤以下十餘名、餘興と して 館妓の舞踊あり、主客 歓を尽して 十時散会す。
直に 帰寓。（④3 28) 
［明治34年12月1 5日］ 午後五時、 庚子、 朝日 両 会合 併後の懇親会あり、 紅葉
館 に 赴く。出席四十名計。 散 じて後日本新 聞の事 に 関係 の長者議員等別席 に 集
合し、出金の 手続等 に 付相談あり、 十時半帰寓。（④3 44) 
［明治34年12月21日］ 午後三時、同文会総会 に 付紅葉館 に 赴く。別紙の通あ
りて、 終は りて
［中 略］ 清国新公使禁鉤、参賛官鈴林、 通 訳官凋闇模等招待の会合あり。 長 岡副
会長歓迎の意を 述べ、 察公使の答辞あり、 察公使は 十 二分の畝を極 めし も の ゞ
如く、 十時を過ぎて も 帰ら ず、 訳官 に 促 がされて 帰り去る。 こ れより前、 高田
早苗、 中井喜太郎 等は、
［中略 ］ 別 室に於て小集を為し 居り、 頻りに余を 招くにより赴く。 両 人の外望月
竜太郎 、 五 百木 良二等なり。 十時半を過ぎて 帰寓。（④347) 
［明治34年12月27日］ 神田 乃武男 欧米より帰 朝歓迎会 の為、 紅葉 館 に 赴く。
土方伯、 黒田侯、 日野伯、 其他十 数 名な り。（④35 2) 
［明治3 5年1月17日］ 紅葉 館 に 赴く。金 曜会 の招待 によりてなり!:!�;;;;�ご
l
\
三河万歳の餘興あり、 又館妓の舞踊 もあり、 幹事 より余並 に 鳩山 博士 招待の辞
を 述 べ、 余の謝辞、 鳩 山 の欧米周滸談等あり、 静 粛にして面白き会合なりし 。
此夜 別 席 に 高田 早苗あり、 余 に来れと通 じ来る。 乃ち赴く。 其席 にあるも の、
多くは金 曜会の席上にありし 人々にして、 鳩山 もあり、 雑談を 為して 十時半帰
寓。（⑤ 15) ※ 当 日 の金曜会 出席者の 内、 来賓は近衛 ・ 鳩山和夫 ・ 名 村泰蔵、 主な会
員 ・ 臨時参会者は天野為之 ・ 池 田成彬 ・ 大橋新太郎 ・ 各務謙吉 ・ 高木正義 ・ 坪谷善四郎 ·
増 田義ー な どであ っ た （⑤15-16 ) 。
［明治3 5年3月17日］ 四時、 紅葉館 に 赴く。 ヒ院六派交渉委員懇親会 に 付、
余 も 議長として 招待せら れたればな り。出席 二十餘名。九時過辞して 帰邸戸（⑤
57) 
［明治3 5年4月14日］ 紅葉館 に 赴く。 同盟会有志者より、 小村外相等を 招待
したればな り。外相の外、 山 座政務局長、 杉村通 商局長：塁竺!!け来り、 中嶋錫胤
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男、 鈴木重遠、 根津 一、 恒屋盛 服等も列 席。 十時半散会、 腕車にて 帰邸、 十一
時半。（⑤81) 
［明治35年4月21日］ 紅 葉館 に 赴く。 同文会大会 によりてなり。 五時 開会、
恒屋幹事 開会の辞、 根津幹事 長会務 報告、 柏 原幹事 の南清巡回報告等あり。 次
に幹事改遠に際し、 匡友、 福田、 山 口 三幹事 の辞任を 容 れ、 当分補欠せざる事
に 決し、両会 長は榎本子 の発 議 にて 重任と 決し、 又評議員は余の指名にて 従前
の通に 決す。 夫より宴会 に移 り、 清公使察釣、 南京より派遣の愈明震、 其他参
賛官等は 招待により列 席す。主客 歓を 極 め、 十一時散会、 帰邸夜半に及ぶ。（⑤
83) 
［明治35年4月27日］ 午後二時過の列 車にて 能楽 堂 に 赴く。 国民 同盟会解散
式の為なり。 四時より開会、 順 序は別紙新 聞切抜の通なり。 余の演説は大体に
於て日本 新 聞紙上の意見と 同 一の趣 旨な り。 六時
［中略］ 紅 葉館 に移 り、 宴会を 催 ふす。 席上鈴木重遠翁の余 に 対する感謝の辞、
余の答辞、 次に安倍井磐根翁の演説等あり、 又別 席 に 於て、
［中略 〕 近々 朝鮮に京 釜鉄道 理事 として出発 する江 南哲夫の送別会あり、 こ れ に
臨 む。 国友、 恒屋、 中井、 望月、 岡部 ：三、 田辺為 三郎 、 神 谷 卓男、 其他 二三な
り。 十時比余は 退席、 直に 帰邸。（⑤85) 
［明治35年5月21日］ 紅 葉館に赴く。 春 来朝鮮協会の事 に 付、 旧 同盟会 常務
委員中の多 数者と 山 口正一郎 と の 間に 感情の行違ありしを、 岡部 伊三郎 、 降旗
元太郎 等の尽力 にて 兎に角調停したるにより、 望月竜太郎 、 中井喜大郎 等の朝
鮮行送別 会を 兼て 会合ありし によりてなり。出席は佐々木高 美、 望月竜太郎 、
中井喜太郎 、 小 川平 吉、 国友重章、 中西正樹、 恒屋盛 服、 岡部 伊 三郎 、 降旗元
太郎 、 山口正一郎 、 上田 駿一郎 等な り。 十時帰邸。（⑤10 2) 
［明治35年6月23日］ 徳川新公爵：の祝宴に 付、紅 葉館 に 赴く。故北 白 川宮 妃
殿下、 華 頂宮 三殿下をは じ め、 同爵親戚一族等無慮 九十餘名なり。 餘興として
別紙噺子 数 番、 館妓の舞踏等あり、 帰邸は十一時 に 及ぶ。（⑤117) 
［明治35年9月21日］ 晩刻紅菓 館 に 赴く。渡辺国武子と 会合 の為な り。松浦、
蔵原両人も 同席す。 別 段有益の談話もなし 。 十一時）昂邸。（⑤179) 
［明治35年10月23日］ 六時、 渡辺国武子、 松浦厚、 蔵原惟腿等会合 の為、 紅
葉館 に 赴く。 帰邸夜半を過 ぐ。（⑤206) 
［明治35年11月7日］ 午後三時過の列 車にて 紅 葉館 に 赴く。 ［中略］北 洵道鉄
道会社 の人人を 招待の為な り。社 長は旅行、坂本 理 事 は 病気なり。対馬嘉三郎 、
守下清両 人のみ来る。外 に前寿都支庁 長 山村 総俊を 招く。 新橋 終列 車にで帰邸。
（⑤ 216) 
［明治35年12月20日］ 本日 東亜同文会大会なりし も、 ［中略］出席遅延し、五
時 に至り会場紅 葉館 に 赴く。 大会は終は りありて、 宴会 に移ら んとするの時な
り。 清国公使館員、 察公使を始とし て臨 む。 九時散ず。
［中略］嶋津 忠亮伯、 高田 早苗、 中井喜太郎 、 望月 竜太郎 等、 余を 別室 に 招きて
両三日来の労を 謝し、 尚は快談する処あり、 帰邸十二時 に及ぶ。（⑤253) 
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［明治36年1月10日］ 午後五時紅 葉館 に 赴く。渡辺国武子 等と 会見の為なり。
松浦厚、 蔵原淮槌等も同席ず。 十時過帰邸。（⑤268) 
高瀬真卿
［明治28年6月30日］ 十 二時過紅 葉館二赴く、 保勲会の催しあり、 副嶋伯、
二條公、 水戸侯以下、 貴紳会するも の弐百人、 伊 届海軍中将の海軍 実戦上の演
説あり、 畢而小宴あり、 夕 最帰宅、 ［後略］ （②87) 
原敬
［明治28年10月18日］ 中井弘一周忌に 付 追善の為 め 紅 葉館 に て 晩餐會 を催し、
伊藤 、 西郷、 大山、 土方其他故人の親友 等を 招待せり。（①2 26 )  
池辺三山
［明治36年5月19日］ 此夜紅 葉館ニテ東亜同文 会及ビ 同仁会ヨリ清国 載 振貝
子 一行ヲ招宴。 席上 神 鞭君酔ス態アリ少々失体。（③146) 
［明治36年12月23日］ 夕紅 策館ニテ東亜同文 会大会出席者ハ極メテ甚少シ。寂
蓼ヲ感ズ 近衛公ノ病気ヲ憶エバ此会ノ前途モ頗ル可患也。 晩餐ニハ清公使楊
；釣］
檻 〈枢〉 店招二応ジテ来］レ。 応酎円熟ノ人ニテ去 トテ察釣ノ如クニ軽カ ラズ。
併シ李盛 鐸ノ重量ニハ及バザルガ如シ。（③205) 
第2章 中 村楼
中村 楼は本所 区東両 匡 にあった料亭で、例えば 『東京百事 便』 には "O中村 楼 日
本 料 理の大楼を 挙くるに 何人に て も 先づ第一 に 指を 屈するは 此楼な り 二階の廣さ二
百餘人を 容 るに 足るべく春 花秋月共 に来客多し 又書 画の筵を開く事 常にあり 二陪廣
間の天井は 塗 物 にし て大杉板の如くに見せたる有名の 物な り夏期 姻火の戯を観る者
此 楼を 以 て主となすべし " (685)とある。関係記事は 以下の通 り。
依田学海
［明治1年11月9日］ け ふはかねて紀藩伊達五郎 が 催し によりて、両国『輩村
楼 に て大会を開く。 四 方の士来るも の凡百有余 人、 歌妓 数十名、 豪快を尽す。
爾後、 毎月六日 ・ 廿一日ヲ以 会日 定むるといへり。 駿 小什家 に 事 奉る林三郎• 関
口 良 助にあふ。（②269) 
［明治3年4月1日］ 岩本 ・ 名島 ・ 香川 ・ 田辺 ・ 荒井• 生田 等と、 声妓ふさ八
とい ふ も のの会 に 至り、両国中村 楼 に の む。棚谷 鳳陽 ・ 鈴木松塘等と話す。（③
18) 
［明治4年1月28日］ 朝、 水戸藩より廻 書ありと て属吏の出し けるをみ れば、
山 口参事 て ふ 人、 交りを結ば むと て中村 楼 に 会し 給はるべしとあり。 則 ち 車を
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命 じておも むきし に、 山口は 未だ来ら ず、 諸藩の参事あつま る頃やふやく にし
て出来れり。 山口年少く して 疎暴なる男な り。 政 事 を行 ふ べ き 人と も見へず。
（③ 70) 
［明治4年3月28日］ 午後、約に 従ひ有竹 ・中野等と中村 楼 におも むき、 近藤
及ビ大垣鳥居 ・小原等、 米利堅に ゆくを 餞 別す。
欲 向海外闘雄オ 海外に雄オを 闘はさんと 欲す
萬里風濤亦壮哉 萬里の風濤亦壮なるかな
ミ シ ン ツ ピー い か ん
密悉奈何墨江 景 密 悉は 墨江 の景に 奈何
桜 花時 節 好帰来 桜 花の時 節 好し 帰り来たれ
ますらを が八重の潮路を ふみ 別てうみより 深き 学 びを ぞする（③88) 
［明治8年10月21日］ 午後より、 かねて約せし 森春 濤氏の中村 楼 の 雅会 にお
も むく。 川田 ・ 長松・重野・塚本 ・岩谷 ・草ケ部など も来合て、 ［後略］（③325) 
［明治16年9月27日］ 退術の後、文部 の 諸 官員小集ありて 中郁 楼 におも むく。
文 部卿 をは じ め 書記官 ・大学 の 諸 員、 皆奏任以上の 人々也。 （⑤327) 
［明治17年3月8日］ 午後、報知 社起業会を例の如く江 東の中祁 楼 に開くよし
にて、 余を 招か れたり。 常には宴会は辞したれど も、 矢野文雄と知る人になり
たればおも むく。 消国 人の弄丸 ・弄剣の伎あり。 又、 社員 森 田 思軒 ・ 芳川 春 濤
等に面す。 きく、 旧社長小 西義 敬 、 社を 矢野 ・ 藤田 の両氏に ゆづり、 或銀行 の
株主たりし が、 失敗の事ありて 今は大に 窮 困せりとい ふ。 廃興成敗は時あり数
あり、 実に知るべからず。 落話家 円 朝にあふ。 こ の会 に て 晩飯を供 せら れたり。
（⑤ 376-77) 
［明治17年7月3日］ 本省に出仕す。 五時に 至りて、かねて 同省の人 、々 前文
部少輔九鬼隆 一氏 が 米国の公使に 任ぜら れ、 不日赴任のよしな れば、 そが 餞送
の為 にとて両国中村 楼 に宴を開か る。 余 もまたその列 にあり。 雨 ふ れど も約な
ればやむべ き にあら ず。 楼下、 人馬輻轄してさは がし き ことか ぎりなし 。 しば
らくして 諸 客皆会 したるに、 九鬼公使も出来りて 諸 客に 目 礼あり。 ま づ席上に
酒肴を つらねて、 席末に 屏風の卑きやうなるも のを置 き、 こ>にて 野呂 松人形
とい ふ も のつか ひたりき。 こ の野呂 松人形とい ふ も のは 昔よりあるも のにて、
無下にい やしく郷びたるも のなり。 能狂言の末広とかい ふ も の に 似たる曲、 及
び大々法 印とかい ふ の一曲を奏し き。 さしておかし きふし もな け れど も、 滑稽
の言葉は 狂言よりは下りて見えき。 かくて 酒宴初り し に、 又藤 間勘 右 衛門 ・市
) I [ 金太郎 の舞あり。 こ の舞終りて 金太郎 、 衣装を も のして 潮酌の舞を奏す。 衣
装のはで やかなるに 容 貌のう るはし け れば 女舞の心地す。 地引とかい ふ 女 の声
（ マ マ ）
よか るに や、 おのづら 席上の客 目う つりて、 酒宴の興大 方なら ず。 八時の頃、
余は例のはやくかへりぬ。 （⑥32 -33) 
（ マ マ ）
［明治22年1月7日］ 墨上よりして 政教社の会 に両国中郁 楼 に 至る。 会する数
百人にして知 名の士多か り。 調 理 もよく心を 用 ひら れ け ん、 人皆歓を尽し ぬ。
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妓 数 十 人、 諸 客 の 間に周捉 してよく 人に酒を のま し む。 余 が もとより酒を飲ま
ねば、 絶て 興なか りき。 （⑦311) 
［明治22年2月13日］ 此日、日本新 聞開 業の宴 に招待せら れて中村 楼 におも
むく。 涼に） I I尻宝雰を 若松町 廿 二番地に訪ふ。 ［ 中 略］ しば し 物語 して 六時中村
楼 に 至るに、 会するも の賂 し。 ） I I には 姻火の戯あり、 席上には 話あり。 姻火は
見るも の多 れど も、笑話は 人の談話の声にま ぎれてよくきく も のあら ず。 此夜、
井田 譲・金井之恭両氏 にあへり。 その余、新 聞仕の 人 多々 し。 池辺［ 三 山］・柴［四
朗］ の両 氏 には初て面謁 し き。 池辺、 身 材大きく勇壮の人なり。 柴は 色黒く形小
さき男 にてあり し。 池辺は、 西南の時 に薩人に党 して 大に官軍と 肥後に戦 ひた
る吉十郎 の子といへり。 （⑦330) 
［明治24年8月1日］ 五時半、両国中邸 楼、改造新 聞社 の招に応ず。 来客 二百
余名。 玉乗・芸妓の舞・姻火戯等ありて、 にぎわ ふ 事か ぎりな し。 福 地［ 桜 痴］ ．
森田 ［思軒］ • 宮 崎［ 三昧］・［ 仮名垣］ 魯文· 幸堂［得 知］等にあふ。 九時、 家 にか
へる。 （⑧284) 
跡見花践
［明治4年1月18日］ 東寧島田 竜斎来。 二月朔、 中村 楼 展観 書 画願来 候 。 （①
557) 
［明治4年2月1日］ 朝四 ッ時より殿 様御出門。 御供 摂斎、 花跳、 愛 治郎 、 奥
田也。 皆々人力 車ニテ両国中村楼 書 画会 二行。 島田 竜斎会主也。 席上揮奎相頻、
大変 二揮奎いたし 候 。 七 ッ時下り、 御帰 殿 也。 （①559) 
［明治4年4月26日］ 南 浜会、 父様、 私、 四 ッ時より中村 楼 へ行。 実二大会也。
終日揮奎。 作州 津 山 確堂老 人、 始 而面対いたし 候 。 七 ッ時、 帰 殿 。 （①571) 
（ 開 ）
［明治4年5月28日］ 此日、 八 ッ 半過より両国） i iひら き、 沢様御一統成ら せら
れ 候 。 こなた殿 様 も 御誘二て、 私御供いたし 候 。 舟 二艘二て中村 楼 へ行。 此時、
［確］
津 山 雀堂様、田安様、 紀陵様も 御出也。 三更頃迄 花火沢 山、 舟も大そふ出 候て、
中々賑々 し き事 也。 （① 576) 
［明治5年2月26日］ 十一字、 公、 摂斎、 花踪、 愛治郎 四人連 ニテ、両国中村
楼 蔦峰 書 画会 二成ら せら れ 候 。 盛会也。 石 山 様 も 成ら せら れ 候 。 （①618) 
［明治6年5月26日］ 一字 頃ヨリ 花欺、 典 、 中村 楼 へ出会ス。 谷 文晃連津、 谷
文中被行。 文晃遭墨展観、 実 に文昴たるへき者也。 山 水 花斤好々也。 下ノ 別 席 ニ
て 清唱合奏ー、 二曲 聞。 又暫時席画シテ退坐、 ［後略］ （①670) 
［明治32年4月16日］ 山登琴 由会 叶寸、 愛 治郎 、 桃子、 栄、 鶴、 中村 楼 二行、
夜九時帰る。 （②571) 
乃木希典
［明治11年11月3日］ 五時ヨリ有約 詞両国中村 楼二連 隊 各将校集会大酔夜帰
ル （①273) 
［明治12年2月11日］ 内藤 伊瀬知 福原柏 原加島坂井卜中村 楼二宴ス妓小 蝶一
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六小静 愛 鶴来 侍砲兵科ノ大宴二会ス ( ®297)
［明治12年 5月21日］ 出省退路直二中村楼二入リ 連 隊会同内藤 少佐澤本軍 吏
副官ノ転隊寺内大尉ノ新 任ヲ餞ス其員五十六名余興アリ（ ①317) 
［明治12年12月13日］ 四時ヨリ両国中村楼二至ル 連 隊会大酔ノ後 別 席 又伊瀬
知佐野大島中尉黒 川等卜飲ム民 久米文三等来 侍ス ( ®360)
［明治17年1月19日］ 午後三時ヨリ中村楼 二会ス 蓋シニ十日会ノ宴ナリ本日
従 二位従四位両公吉川並二元照君来 ラル 山 縣中将亦来ル有興（ ①453) 
尾崎三良
［明治12年4月27日］ 午後両国中村楼二至ル。 井上因贖〔棋士 〕 囲 碁会ヲ見
ル。 会スル者弐百人余。（ ①33) 
［明治13年4月23日］ 午後中村楼二至ル。 平安社大会ナリ。 余、 魯国へ赴任
スル為 メ、 離盃労相催ナリ。 集会スル者百八十人。 海軍 楽隊楽ヲ奏シ頗ル盛会
ナリ。 浜崎演舌祝文アリ。（ ①80) 
［明治17年7月9日］ 両国中村楼二至ル。田中不 二麿公使トシテ伊多利二派出
スルヲ 以 其送別宴ナリ。 参事 院ー 同、 員外 議補二至Jレ。（ ②366) 
［明治23年4月26日］ 両国中村楼二至ル。 即大社 教会 人員 凡ソ六十余名及楠
本、 三浦、 有賀、 千家等既ニアリ。 酒宴演舌。 絃妓 数 名。 互二杯酒ヲ交換シ款
ヲ尽シテ去ル。 夜八時過ナリ。 (〶382)
［明治2 5年 5月1 5日］ 午后腕車ヲ飛シ両国中村楼二至ル。 法治協会ノ大会ナ
リ。 名村泰蔵会長。 会スル者凡ソ三百名。 楽隊アリ姻火、 立食アリ。 予ハ六時
三十分辞去ル。（ ⑮594) 
巌谷小波
［明治21年1月22日］ 二時上車／両国中村楼へ行ク 蓋シ 今日 ハ梅巷社門 人
會 ニテ會 ／スル者凡ソ百名 中々盛會 ナリキ 余興中村一登久／五時春生と上
車帰宅 (38 ; 「戊子日録」 ） ※梅巷社につい て は不明。 梅巷は棚橋絢子の号であ っ た
が 、 こ の場合の 関係性は不明。 恩師の杉浦重剛 （号は梅窓） と の 関連性は考え られる。
［明治23年11月22日］ 上車／中村楼へ行く 江州 人の會 議員を 招待す／藝
妓、 市中音楽、 及花火アリ 八時帰る (118 ; 「庚寅日録」 ）
高瀬真卿
［明治22年3月11日］ 本日古宇田 義 鼎 氏 新 潟裁判所 長 に 転任に 付、 中村楼二
テ送別 会あり出席、 夜 に 入りて 帰る（ ①88) 
［明治28年 5月26日］ 中村楼 にて 同県 人清国ニテ死 亡之人々追悼祭、 臨時ニ
余奏文をか き朗読す、 会衆五十名、（ ②82) 
松岡康毅
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［明治23年3月26日］ 籠贔 ． ぷ賃、 各控訴院長・検事 長等ヲ中村 楼二饗ス、
列 之、 (173)
［明治23年4月6日］ 尾崎・名村 、各控訴院長検事 長等ヲ中村 楼二翌ス、(176)
※全文抹消。
近衛篤麿
［明治33年2月4日］ 午後 二時出門、江 東中村 楼 に 赴く。 殖民 協会より余の歓
迎と 貴衆両院議員招待を 兼たる会合あればなり。 別 紙の順 序によりて式を終は
る。 余は 「布畦 に 於 ける日本人」 と 題して演説せり。 餘興は 神 刀 流撃剣々舞術
開祖日 比 野正吉 一 連 の剣舞あり、柔道、撃剣、居合より割出したるも のなりと
い ふ。 其気合は 普通 の剣舞よりも 優れりと 雖も、殺風景の も のたる事は同 じと
い ふ べし 。 六時前婦邸。 （③ 53-54) 
［明治33年8月15日］ 正午 渦出門、江 東中村 楼 に 赴く。 同文会臨時大会 の為
な り。 一時より評議員会を開き、三時半より式 場 に臨み、中西の関会辞［中略］、
国友 の会務報告、次に 余支那保全の益す必要なる所 以を 論 じ、宣言案の決議を
促 がす［中略］。 一同拍 手を もって こ れを 賛し、次に 長 岡子発 声にて 天皇陛下
万歳、日本 帝国万歳を三唱し 、是にて式を終は り、夫より佐 友々房、神 鞭知 常、
重 岡薫五郎 等の演説あり、終はりて 楼 に 於て立食あり、余と長 岡、神 鞭、 陸と
は 一 隅にありて囲棋 し、帰邸八時に及ぶ。 （③270) 
第3章 星 ヶ 岡 茶寮
星 ヶ 岡茶寮は 麹町 区麹町公 園内にあった料亭で 、例えば 『東京 百事 便』 には "O
茶寮 日 枝紳社境内に 在り閑雅幽深にして 眺望もよし會 席 料 理の美昧なる府下に 冠
たり給仕の婢は紅 粉を 装わす衣服を 飾らす素にして 卑ならす坐作進退茶道の面豊を 守
る此家は通 常の割烹店と全く 其の成立を 異 にし通 常人の隈意 に飲食し得へき所 にあ
らす重に華族 貴 顕 の會 食する所なり" (658)とある。 関係記事は 以下の通 り。
尾崎三良
［明治1 7年3月22日］ 晩刻山 王星 岡茶寮二至ル。 茶寮ハ今度 有 志協同建築、
会員 其常務 ノ 余暇此二逍遥スルナリ。 （①349) 
［明治1 7年5月15日］ 例刻参 朝。 帰路星 岡茶寮二至リ 伊藤参議ヲ訪。（①358) 
［明治18年9月29日］ 例刻参 朝。 帰路星 岡茶寮二至ル。 但シ華族会 館 規則改
正二付、同発 起人壬生 〔 基 修〕 、平 松 〔時厚］、五条 、 山内［豊誠〕 等集会、相
談アリ。 夜帰；レ。 （①603) 
［明治18年10月16日］ 午後星 岡茶寮二至；レ。 本日制度取調 局員集会。 寺島、
三好〔退蔵・司法少輔〕 、塩田、 岩倉、伊 東、金子、荒川、 山 脇〔玄・参事 院議
官補〕 、本尾［敬 二郎 ・参事 院議官補〕、牧野等ナリ。 （①605) 
［明治19年6月20日］ 午 星 岡茶寮二至ル。 条公 ノ 招二依ル。 会 スルモ ノ 伊丹、
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桜井、 丸 岡〔莞爾・内務省社寺局 長〕、 小西、 大谷、 島田、 中 川 等ナリ。 夕刻退
散。（⑲25 ) 
［明治19年9月13日］ 星 岡茶寮二至Jレ。本日条公ヨリ被招、 東久世、 士方、
南部［甕雄・司法省民 事 局 長〕、 河 鰭、 岩黒、田中栄秀等ナリ。 土方欧米ノ談話
アリ。 夜二入リ散ズ。（⑨39) 
［明治20年3月31日］ 午後条公ヲ訪ヒ、 夫ヨリ 山 王星 岡茶寮二至ル約アリ。
上 方、 東久世、 清岡等参会。 協議相談スル所ハ、 三条公ハー 昨年改革以来聖上
輔弼ノ任ヲ尽スニモアラズ、全ク閑散、 故二近来益々 各大臣ノ軽侮ヲ受ケ、 維
〔 マ マ 〕
新 以来十八年ノ功労名望将二地二墜チン ト ス、 此儘ニテ過経スル時ハ終ニハ内
大臣ノ職務ヲモ廃セ ラル ヽ ニ至ルベシ、 但明冶政府モ今日二於テ全ク成 就シタ
リ ト モ 云難シ、将来必ズ国歩 靱難薩長和合 セザル時ナシ トモ断言シガタ シ、力 、
ル時ニハ薩長外ニテ名望アル 人ニアラザレバ之ヲ維持スル 事 成シ難 カ ラン、 其
将来ノ為 ニモ、 宜ク今日 二於テ勇退シテ余地ヲ存シ置クベシ、 又一 方ニハ今日
ノ戸 位素餐ノ責ヲ免レ、 高踏風月ヲ楽マバ幾分 力公衆ノ景望ヲ継 ギ、 各大臣ノ
軽侮ヲ免レ、 上ハ 以テ将来有事 ノ際国家ノ為 二尽スノ余地ヲ存シ、 下ハ 以テ大
臣 出所進退ノ度ヲ明 亮ニシテ自 己ノ名誉ヲ維持スベシ、 此意ヲ以テ 四 人条公ヘ
勧告スペシ ト 。 即 四 人条公二至Iレ。 ［中 略］
本日 士方等卜懇話ノ際、 士方 曰ク、 余過日 政府組織ノ事 二付伊藤へ建議セシ
コ トアリ、 其意ハ我政府今日ノ組織ニテハ 各省皆随意ノ政治ヲ行ヒ、 殊二会計
出納ノ事 二至テハ近頃濫賄甚シ、 故二 独逸 其他欧洲 各国ノ制度ヲ勘酌シ、参事
院ヲ再興シ之二権利ヲ与へ、 各省行政ノ事 務ヲ 監督セシメ、 又会計検査院ノ組
織ヲ改良シ 其 権限 ヲ拡充シ、 以テ 各省会計出納ノ事 ヲ 監督セシムベシ 云々、 伊
藤 曰、 予之ヲ行フ能ハズ、 若シ 足下ニシテ強テ此説ヲ主張セバ予ノ位地甚 ダ危
殆二至 ラン 云々。（⑲99 -101) 
［明治20年4月2日］ 本日島 野ヲ 巌谷へ遣シ金七百円ヲ貸ス。但シ 巌谷 星ケ 岡
茶寮ニアリ。 就テ署名捺［印〕 セシム。（⑮101) 
［明治20年4月9日］ 松永恒久、 浜 岡光哲、 富森篤来ル。 同道星ケ 岡茶寮二至
ル。 晩餐ヲ 屹シ、 閑話 数刻ニシテ夜十時散会ス。 浜 岡ハ西京元官家士族ナリ。
明冶十一年府会 議員卜為 リシ ョ リ、 商工会ヲ開キ、 株式取 引所ヲ設置 シ、 明冶
十九年商工銀行ヲ興ス等、 皆奔走尽力 其効少カ ラズ。 又資金モ可ナリ 出来セリ
ト 云。 為 人慧敏機弁アリ。 猶織 物会社、 四日市鉄道会社等ヲ設立シ、 其発 起人
タリ。又関西貿易会社、北海道麻布製造会社 等ヲ設立セン ト現今尽力中ナリ 云々。
西京前記ノ諸 会社二大倉喜八郎 〔大倉組商会経営〕 等之二加入セン 事 ヲ望ム ト
［ママ）
イヘ ドモ、 其人 ノ 為 リ 且其所為 ヲ憎 ミ断然拒絶セリ ト 。 其辺 又気慨アルニ似
タリ。 富森モ亦 旧 官家士族ニシテ、 現二株式所ノ役員ナリ ト 云。 洋 学 ヲ為 ス。
耶蘇教信徒ナリ。 亦有為 ノ士ナリ。 浜 岡 曰、 将来我日本二政 権ヲ握ル 人 物若松
ヨリ 出デン ト 。 其意 曰ク、 若松人ハ滅藩ヨリ引続キ三島通 庸〔警視総監〕 二非
常ノ圧制虐待ヲ受ケタ レバ、 人心 固決必ズ 此怨ヲ報ズルヲ念ゼリ、 故二平 常勉
強盛 ンニシテ他県 人ノ及プ所ニア ラズ 云々。（⑮103) 
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［明治20年6月3日］ 午后四時過星 岡茶寮二至ル。 大阪蟻野小 右 衛 門〔大阪株
式取 引所頭取〕 来ル。 伊 丹、 桂、 松永、 小 西等出会。 銀行ノ談ヲ為 ス。 夜十時
過散会。 （⑮116) 
［明治21年5月5日］ 三時星ケ 岡茶寮二至ル。 会スルモノ左ノ如シ。
鳥 尾、 小 畑、 中島、 楠本、 三 浦、 伊 集院［ 兼寛・元老院議官〕、 岡内〔重俊・
同上〕、 綿貧［吉直 ・同上〕、 石井並二予、 都合 十三人。 ［中略 ］
兼テ約セシ所アッテ集会スルナリ。 即元老院改革モ 近日 必ズ 実行 スベシ、 然
ルニ 人ノ之ヲ改革スルヲ待ツヨリ、 寧 口 自 ラ運動ヲ為 シ、 之ヲ促スニ如カズト
ノ 論、略々決定セリ。 然Iレニ如何シテ着手スベキヤノ点二至テ議 論区々 ニシテ、
数時間討詮ノ末終二左二決ス。
第一、 一面先ヅ会 議ヲ公関スル コトヲ其筋へ請求セン為 メ其意見害ヲ製シ、
先ヅ之ヲ本院ノ 総会二付シ、 其議決ヲ以テ公然之ヲ 申 立ツベシ。
第二、 本院ノ憲法成 定後完成スベキ組織権限 ヲ調 査シ、 民 選院設置ノ前即今
日 ヨリ本院丈ケヲ其組織二改正シ、権限 モ今日 二於テ出来得 ベキ丈ケヲ付与シ、
廿二年国会開 設ノ際二於テハ本院ノ名望ヲ 占メ既二経験ヲ為 シ棺々完成ノモノ
二為 シ置キ、 民 選院開 設二際シ本院ハ 其標準卜為 リ以テ法律制定ノ上二於テ 其
重要ノ職権ヲ実行シ、 以テ民 選院ノ急進激変 ノ弊ヲ防ギ、 憲法ノ保障卜為 ルベ
キ様今日 ヨリ改正スベキ事 。
右二 条二決シ、 其第ニノ調 査ヲ楠本、 余 二人担任スル 事 ニナリ、 依 テ嘗テ先
日伊藤 総 理へ建議セシ意見書ノ写ヲ示 シ、 楠本二渡シ、 其考案ヲ得テ将二協議
セントス。 第一ノ意見書ハ、予之ヲ起草セン 事 ヲ約シテ此 事 ヲ了シ、但シ三 浦、
岡内両 人ハ異 論ナリ。 後晩餐ヲ吃シ、 猶此人 数 丈ハ毎月一 回ヅヽ 懇親会ヲ催サ
ン 事 ヲ約シ、 談笑 数刻十時ニシテ帰ル。 ( @i)193-94) 
［明治21年6月5日］ 午后［中略］ 星ケ 岡茶寮二至ル。 元老院同 志 談話会。 元老
院拡張談 論アリ。 甲 乙種々ノ 論アリ。 其要 旨ハ大同小 異ナルモ終二決セズ。 嘆
ズベシ。 小田原談議タルニ過 ギズ。 (@ 20 2)
［明治21年6月21日］ 午后［中略］ 星ケ岡二至ル。 条公ヨリ 兼テ招二依Iレ。 五
辻〔安仲 • 宮 内省華族 局主 事 ］、 伊 丹、 北 垣［国道 ・京都府知 事 ］、 桜井、 小 西
等参集。 平安 憐将来維持法ノ事 二付協議アリ。 燥長幹事 任撰ノ事 ヲ北 垣知 事 ニ
委任シ、 且ツ燥事 ヲ 監督セン 事 ヲ嘱托ス。 北 垣 曰、 予モ平安 儲内ノ事 二従来余
リ注 意セザルニ依リ、 帰京ノ上篤卜実地調 査ノ上将来ノ 方法等考案シテ通報ス
ベシ 云々。 星ケ 岡ヲ六時二散ジ、 ［後略］ （⑮207) 
［明治21年7月3日］ 午后 ［中略］ 星ケ 岡茶寮二至ル。 談話会ナリ。 鳥 尾、楠本、
揖取、 伊 集院、 山口、 森 山、 小 畑、 何、 綿貫、 調 所 〔広 丈 ・元老院議官〕 等参
会。 元老院改革ノ事 二付其筋へ建言セン 事 ヲ約シ、 鍋島直彬起草意見書二記名
ス。 夜帰ル。 (〶 209)
［明治21年10月29日］ 午后［中略］ 星ケ 岡茶寮二至Jレ。 蓋シ何礼之ノ招請二依
ル。 伊 藤、 大隈始凡十 数 人会合 。 囲 碁数 番。 夜九時散会。 （⑮233) 
［明治22年6月18日］ 午後四時星ケ 岡茶寮二至ル。 但シ本日 兼テノ約束二依
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リ北 垣京都府知 事 ヲ招キ、 二条公、 五辻［安仲• 宮 内省爵位局次官〕、 伊丹、 桜
井等参会。京都官家土族ヘノ恩賜金並二子弟教育ノ事 ヲ委 托スルノ相談会ナリ。
北 垣ハ猶帰京ノ上篤卜取調 ノ上、見込ヲ立、将来ノ相談スベキ 旨ヲ答ヘテ帰ル。
夜九時過ー同退散。（⑮29 2) 
［明治22年12月16日］ 五時星ケ 岡二至ル。 揖取 〔素彦・元老院議官〕、 河田
［小］
〔景与・元老院議官〕、 槙村、 吉井等画会ナリ。画工大倉雨村 、 女 画エ［ 野口］ 少
頻［ 跡見］主枝等アリ。合作 数 葉。 予二枚ヲ得テ帰ル。（⑮344) 
［明治23年1月1 8日］ 午后 ［中略 ］ 星ケ 岡茶寮二至ル。京都人ノ懇親会ナリ。［中
略］予ハ妻妾巳二先二着ス。 衆款ヲ尽シ夜九時帰ル。 (〶3 55- 56)
［明治23年 5月17日］ 午前十時星ケ 岡茶寮二至ル。 兼約二依リ会スル者、 三
条公、 柳原伯、 土方子、 五辻子、 伊丹、 桜井、 北 垣及予等ナリ。 其 用 談ハ平安
義 霙ノ事 ナリ。 右平安義 奨ハ宮 内省ヨリ年々賜フ所ノ恩賜金年弐千四百 円ニテ
維持シ、 並二過般賜フ所ノ授産金 二万円ヲ 基 金トシテ 其利子ヲ積置、 後年恩賜
弐千四百 円 期限満 ル時（明 治 二十六年）、後二至リ 其 基 金積金ノ利子ヲ以テ継続
スル 事 二決定シアル処、 近頃京都 旧 官家士族ノ内多村知興、 山 科正幹、 畑道名
ノ類犀々条公其他へ建言シ、 其金員ハ京都士族ノ共 有物ナルヲ以 テ、 其者等一
統へ協議ノ上ニアラザレバ如何トモスル 事 能ハザルモノナリ 云々トテ、 頻リニ
其金員 管 理ノ事 二 容 唆シテ 已マズ。 其結局ノ 目 的ヲ推窮スレバ、 自 分等ガ協議
員 卜 為 リ、金員使用 ノ事 二関係 シタ キ精神ナリ。然レ ドモ前文記載 スル ガ如ク、
此金員ハ宮 内省ノ恩賜金二相違ア ラザルモ、 其管 理、 使用 等ハ一切宮 内大臣ヨ
リ我等三人、 伊、 桜、 予二付托セ ラレ、 且 其監督ヲ三条公、 五辻子二委任セ ラ
レタルモノニシテ、 決シテ他二使用 スベ カ ラザルハ勿 論、 決シテ士族ノ共 有物
ニアラザル 事 ハ明白ナリ。 此性質 論二付テハ能ク決定シ置 カザ レバ、 後日 又紛
紐ヲ生ジテハ然Iレベカ ラズ。 依 テ 今宮 内大臣、 北 垣知 事 、 三条公、 柳 原伯、 五
辻子等列 席ニテ 此 事 ヲ決ス。平安 勢ヲ北 垣京都府知 事 へ嘱托スル 事 二付、 昨年
来依頼状ヲ遣ハシタルニ、 今日 弥々其決答ヲ 申出タリ。 其答ニハ、 拙者引受ク
ル以上ハ ー個 人ニア ラズ、 京都府知 事 ノ資格ヲ以テセザレバ 其効薄シ、 所以何
トナレバー個 人ノ北 垣ハ何時京都ヲ離ル ヽ モ計リガタ シ、 知 事 ノ 代ル度二動揺
セザルベ カ ラズ、 此レ甚安全ノ道ニア ラズ、 然 レバ知 事 二対シ公然タ ル 書 面ヲ
差出ス 事 ニシタ シ、 然ルトキハ明治十九年勅令第十四号 諸 学校通 則二依リ府立
普通中 学校二准ジ総テ取扱ヲ為 スベシ、 然ルトキハ此所一時建築其他備 付 品 ノ
入費トシテ金五千六百円ヲ出シ、 且年々維持費トシテ五千円ヲ寄付スル 事 ヲ
我 発々 起人二於テ担任セザルベカ ラズ 云々。条公始 此出金ハ到底見込無之、 北
垣ハ是レナケレバ 引受 ガタ シトノ事 ニテ議纏 ラズ。北 垣ハ病気ノ故ヲ以テ午十
二時退出ス。 予等後二居残リ協議シ、 先 ヅ従前ノ通 据へ置キ、 当分中川二委任
スル 事 二決シ、 退散ス。時二午 后二時三十分ナリ。 (〶387-88)
［明治24年4月19日］ 五時頃星ケ 岡茶寮二至ル。 谷 森真 男 香川県知 事 卜為 テ
近日赴任スルニ 付 其送別会ナリ。会スル人ハ 伊丹、藤 波 〔言忠・主馬頭〕、桜井、
多田、 巌谷、 西尾 〔為 忠・梨本宮 家令〕、 九条 〔通 孝、 掌典 長］、 伊知地、 羽 倉
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其他十 数 名。 席上演舌アリ。 予モ起立テ左 ノ 主意ヲ以テ蔵戒卜為 ス。
今日ノ知事タルモノ真二難シ。 東京二出ヅレバ大臣 其他ノ小官 吏二頭ヲ押ヘ
ラレ、 又県 二帰レバ県 下ノ人民 ニイ ヂメ ラレ、 是等ヲ廿ク切抜ケン事甚難シ。
然レ ドモ 又能ク考フレバ是実二難ニア ラズ。 唯凡眼 ノ 妄想ノミ。 知事タルモノ
ハ唯正道ヲ履ミ、 正道ヲ行 l::: 、 上天子撫御ノ盛 意ヲ奉体シ、下人民 ノ休戚ヲ以
テ心卜為 シ、 一意公二殉ヒ庶々ノ群小顧慮 スル所 ニアラズ。 若シ不幸ニシテ時
ノ否運二遇ヒ嵯践スル 事アルモ、正道ヲ踏テ嵯欧スルハ男子ノ恥ル所 ニアラズ。
之二反シ巧言令色議二地 位二保ツニ汲々トシテ、 却テ聖天子ノ信 任二負クアラ
ハ、 大二君子 ノ 恥Jレ所 ナリェ々。 衆喝采拍 手。 款ヲ尽シテ去ル。 時二夜九時ナ
リ。 （④480-81) 
［明治24年6月18日］ 午 后 ［中略］ 星ケ 岡茶寮二至ル。 周 布公平 近日 赴任二付
送別 会ヲ為 スナリ。 法制局員 一同、 平 山 、多田、 松浦、 柴田 〔家門 ・ 内 閣書記
官〕、 井上廉、 石橋 、 牧野等凡ソニ十余 人。 夜九時過帰ル。 （⑮498) 
［明治24年9月24日］ 午 后 ［中略］星ケ 岡茶寮二至Jレ。 但五辻ヨリ案内二依 ル。
会スル者伊丹、五辻、 人見、谷 森、桜井、小 西、青木〔行 方 ・ 東宮 職亮〕、多田 、
白川等ナリ。 平安義 璧 基 金 管 理 方ノ事二付協議アリ。 晩食ヲ屹シ夜九時帰 宅。
(〶5 28)
［明治24年11月30日］ 午 后［ 中略］星ケ 岡茶寮二至ル。本日 政府委員懇話ナリ。
予、三好、渡辺、平田等四人催主卜為 ル。 会スルモノ十 三人。 即右四人ノ外林、
辻、 西村 、 伊 東、 商沢、 河 津 ノ 各次官、本宿、 野田ノ会計監督長、 平田部 長等
ナリ。白根ハ臨時不参ナリ。 晩餐ヲ吃シ懇話数 亥島 九時散会。 （④546) 
［明治25年1月16日］ 午 后［ 中 略］ 星ケ 岡茶寮二至ル。 兼約二依ル。 渡辺昇、
安 川、大野、 松岡、何、黒田、関直彦、 三好等集会。 候 補ノ事二付協議ヲ為 シ、
後四時予先退キ、 ［後略 ］ （⑮561) 
［明治26年4月1日］ 午 后星ケ 岡茶寮二至ル。 兼約二依ル。 会スル者ハ松岡、
由利、 青 山 、安 場 、 武井等ナリ。 貴族振起ノ相談ヲ為 ス。 （①1 2) 
［明治26年10月2日］ 午 后三時三条 邸ヲ出デ星 陵茶寮二至ル。 兼約二依ル。
松岡、安 場 、 青 山 、 渡辺馬翼 〔貴族院議員〕 来ル。 第五議会二対スル相談ヲ為 ス。
（⑦ 2 2) 
［明治26年11月2日］ 午 后一時星 陵茶寮二至ル。 会スル者左 ノ 如シ。
松岡、安 場 、 渡辺畷、 青 山 貞［貴族院議員）、 青 山幸 宜 〔同上〕、加納久 宜 ［同
上）、 松平直哉［同上］、柳 沢光邦［同上〕、 新 庄直陳［同上〕。
輸出税廃止案及監獄費国庫支弁案等ヲ議ス。 午 后 四時三十分散会。 （①23 ) 
［明治26年11月21日］ 午 后四時半星 陵茶寮二至ル。 若 尾逸平 ［貴族院議員〕、
雨宮 敬 次郎 ［甲9州 財閥〕 ノ招請二依ル。 中央縦貫広 軌鉄道二付相談ナリ。 会ス
ル者左ノ如シ。
徳 川、 谷 干城、 曽我、 加納、小沢、 酒井、 千家、 金子、 高 嶋、 毛利家々令、
其他トモ凡ソニト名。 九時二至リ散ズ。 （⑦25) 
［明治2 7年8月12日］ 夕刻昇陵茶寮二至ル。 京都鉄道会社梵起 人会ナリ。 浜
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岡［光哲〕、田中［源太郎 ・ 衆儀院議員〕 等出席、 説明アリ。近衛、 二 条〔 基 弘 ・
貴族院議員〕、 東久世、 清 岡〔公張• 宮 中顧問官〕、 松平、 小 西、 伊丹、 富田〔藤
太 ・ 三 条家家扶〕 等アリ。 十時散会。（⑦49) 
［明治27 年 1 1月13日］ 夕刻星ケ 岡茶寮二至ル。京都鉄道発起人会ナリ。参会
スルモノ蜂須賀［茂詔 ・ 貴族院議長〕 侯、 東久世伯、 伊丹、 小 西、 小 林吟右 衛
門、 木本氏好、 鴨脚光迪、 富田藤 太、 清 岡ノ代人及委員三人小 室、 田中、 浜 岡
等ナリ。 皆冷淡ニシテ是非ヲ 云フ者ナシ。 夜九時散ズ。 (〶55)
［明治29 年 12月21日］ 星 陵茶寮二至Jレ。百十一銀行内部 整 理ノ事 二付相談ア
リ。 伊丹〔重賢 ・ 貴族院議員〕、 桜井、 小 西［有勲• 宮 内省掌典 〕、 青木、 鴨脚
等出席。 協議ノ後酒飯ヲ吃シ夜九時帰宅。（⑦110) 
［明治30 年 3月2日］ 四時星ケ 岡二至ル。 兼約二依ル。千阪〔高 雅 ・ 貴族院議
員〕、 上杉［茂憲 ・ 同］伯、 新 庄〔直陳 ・同J 子、 竹内子、 青 山 〔貞 ・ 同〕、 中
島、 渡辺〔清 ・ 貴族院議員〕 男等参会。 議案二付種々協議ノ末晩餐ヲ吃シ八時
散ズ。（⑦116) 
［明治30 年 3月10日］ 午后五時 新 庄ノ勧誘二依リ星 陵茶寮二至ル。 茨城県 知
事 江 木［千之〕、 新 庄子、 大河内〔正質 ・ 貴族院議員 ］子、 西五辻〔文仲 ・ 同〕
男、 千家〔尊 福 ・ 同〕 男、 菊地［ 池 〕〔武臣 ・ 同〕 男、 衆議院議員 七名、県 会議
長、参事 会員 数 名等来会。千葉、 茨城両県 境域変 更法 案二付協諮スル所アリ。
了テ晩餐ヲ吃シテ退散。 八時三十分ナリ。（⑦116) 
［明治30 年 6月20日］ 午前八時星ケ 岡茶寮二至ル。伊丹〔重賢 ・ 貴族院議員〕、
小 西［有勲• 宮 内省掌典 〕、 青木、 小 谷、 松尾、 宇津 木等来ル。 百十一銀行ノ事
ニ 付協議ヲ為 ス。 十一時帰宅。（⑦1 26) 
［明治30 年 7月24日］ 朝星ケ 岡茶寮二至ル。第百十一銀行処分ノ事 二付相談
アリ。 会スルモノ伊丹、 小 西、 青木、 松波、 小 谷、 中小 路、 宇津 木等ナリ。 弥
大蔵大臣へ 申請スル 事 二決シ散会。 十一時ナリ。 (〶130)
［明治30 年 10月19日］ 午后三時星ケ 岡茶寮二至ル。京都出身生徒ノ寄宿舎創
設ノ為 メ協議会アリ。出席者左ノ如シ。
近衛公、 久我 〔通 久 ・ 貴族院議員〕 侯、 東久世伯、 藤 波［言忠 ・ 主馬頭〕 子、
伊丹男、 圏 木、 谷 森［真 男〕、 多田〔好問 ・ 内 閣 書記官、 記録課長〕、 中川 謙 二
郎 ［女子 高等師範 学 校教授 ］、 小 西、 青木、 外二生徒四 人。
右協議ノ結果 右創設費ヲ一 万 円 ト シ、皇族ヲ始メ京都出身人ヨリ之ヲ募集シ、
之ヲ以テ其費 用 二充テ創立委員ヲ設ケ担当セシムル 事 ト シ、 規約ハ 高 木等二於
テ起案スル 事 ト ス。 予等ハ 又別二京都第百十一銀行協議会二出席ノ為 メ、 一旦
此ヲ退キ第百十一銀行株主協議会二出席。（⑦136) 
［明治30 年12月1日］ 午后［中略］ 星ケ 岡茶寮二至ル。第百十一銀行株主集会。
善後ノ策ヲ講ジ八時帰宅。（⑦139) 
［明治30 年 12月25日］ 衆議院解散、 貴族院停会ノ詔勅アリ。 一 同直二解散。
予ハ直二星ケ 岡茶寮二至Jレ。 青 山、 千阪、 渡辺清、 児 島准 謙〔貴族院議員 ］、 松
平 正直〔同〕、 金子 堅太郎 〔同J 等参会。 新 庄子、 久我侯、 板倉〔勝達 ・ 同〕 子
明治文化史の中の科亭 47 
来ル筈ノ所解散 二 付来 ラズ、依テ七人談話、今後ノ政治界ノ事 二 付 積 〔種〕 々
評議。 （⑦14 2) 
［明治31年2月14日］ 午后四時星ケ 岡茶寮二 至ル。 第百十一銀行 善後策二 付
株主惣会ナリ。 ( ®147)
［明治31年3月1日］ 午后三時過星 陵茶寮二 至Jレ。 本日 兼約二依ル。 会者左ノ
如シ。
金子 堅太郎 〔貴族院議員］、松平正直［同上］、平田 東 助［枢密院 書記官長J、
千阪。
晩餐ヲ為 シ時々問題二 付談 論アリ。 夜九時散会。 ( ®148)
［明治31年7月3日］ 午后四時千阪同道星ケ 岡茶寮二 至Jレ。 兼約二依リ会スル
者、久我侯、板倉子、山内子、有地〔品之允・貴族院議員〕、揖取〔素彦・同上〕 、
青 山 ノ三男、野村 素介［同上〕、児玉淳一郎 ［同上］、中島 錫胤 〔飼上〕 、茂上、
松岡、三宅秀［同上〕 等総計十四人（千阪、予トモ）。 今後貴族院ノ採ルベキ 方
針二 付相談ヲ為 シ、自 今可成 一致ヲ為 スペシト約シ、規約四 条ヲ 仮定シ、久我
侯、千阪ノ両 人ヲ以テ幹事 卜為 シ、後、晩食ヲ為 シ七時頃退散。 帰路千阪同道
相談ス ラク、今日ノ会合 人余リ雑駁二過 ギ、我等 目 的ヲ成就セン 事 甚覚束ナシ、
到底分離スルノ外アルベカ ラズ 云々。 ( ®16 2)
［明治31年11月8日］ 三時過出門。 星ケ 岡茶寮二 至ル。 兼約二依リ在韓公使
加藤 増 雄ヲ招待シ、京 釜鉄道委 ー 同参会ノ筈ノ所、大江 、竹内、前島、大三輪
ノミ参会。 其余不参。 外二杉 山 陪席。 京 釜鉄道ノ件及朝鮮銀行ノ件等二 付談話
ヲ為 シ、晩餐ヲ饗シ夜十時散会。 （⑦175) 
［明治32年10月11日］ 午后四時出門。 星ケ 岡茶寮二 至ル。 黒 岩、小藤 、中村
等ノ催シニ係 ル十一会ナリ。 会者士方、東久二伯、清岡、南部、黒 岩、小藤 、
中村 等ナリ。 九時散会。 （⑮2 28) 
［明治33年5月23日］ 午后［中 略］ 星ケ 岡茶寮二 至ル。 兼糸勺二依リ、青木、中
村 、宇津 木等参会。 第白十一銀行 跡 片 付始末ヲ 各株主へ報告スル 事 二 付相餃ヲ
為 シ、来ル廿八日 各株主ヲ招集スル 事 二決ス。 （⑦265) 
［明治33年5月28日］ 五時三十分星ケ 岡茶寮二 至ル。 元第百十一銀行株主凡
ソニ十名出席。 但シ 兼テ案内二依Jレ。 中村 、宇津 木等ヨリ是迄ノ成行ヲ報告シ、
了テ晩餐アリ。 予ハ早出八時帰宅。 （⑦266) 
［明治33年10月1日］ 星ケ 岡茶寮二入ル。 京 釜鉄道委員会アリ。 渋沢、前島、
井上、竹内出席。 予テ出願二対スル命 令 書下附ナリタルニ依リ、後来ノ事 二 付
協議ヲ為 シ、九時三十分散会。 （⑦283) 
［明治34年5月20日］ 午后四時星 岡茶寮二 至ル。 素読会アリ。 予ハ景清ノシ
テヲ吟ズ。 （⑦333) 
［明治35年6月19日］ 午后［中略］星ケ 岡茶寮二 至ル。 甲子殉難者ノ祭典 、神
酒 閲キ会アリ。 毛利五郎 ［貴族院議員〕、吉） 1 八 束久世、林、野村 、南部 外凡ソ
二十 人参会。 酒飯、囲 碁アリ。 六時頃予先ヅ去リ帰ル。 （①,JA2) 
［明治35年11月30日］ 午后［中 略］ 星ケ 岡茶寮二 至Jレ。 素読会ア IJ 。 予ハ敦盛、
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シテ。 右 了テ後、 晩餐酒飯アリ。 中バニシテ 帝国 ホテルヨリ電話ヵ ヽ リ、 六時
三十分茶寮 ヲ辞 シ、 ホテルニ至ル。 （⑦483) 
［明治36年6月11日］ 午后［中略］ 星 陵茶寮二至ル。 十一日例会ナリ。 三条公、
土 方伯、 東久〔世］ 伯、 黒田 子、 野村 子、 南部男、 小藤 等ナリ。 酒飯例ノ通リ。
然 レ ドモ余興ーモナ シ。 殺風景極ル。 八時頃ヨリ 追々散会。 （⑦518) 
［明治36年10月11日］ 午后五時半出門。 星ケ 岡茶寮二至ル。 十一日例会ナリ。
黒田 子催シ、 土 方、 東久世 二伯、 三条公、 野村 子、 南部男、 小藤 、 黒田 子及予
等ナリ。 八時過散会。 （⑦537) 
巌谷小波
［明治21年6月30日］ 四時ヨリー同星 ヶ 岡へ行キ茶 店 にて 親 睦會 ／すし 馳走
六時解散、 (5 2 ; 「戊子日録」 ）
［明治22年3月31日］ 一時ヨリ星 岡茶寮江州 人郷友會 へ出る 四時半／ 独り
帰ル (75 ; 「 己 丑日録」 ）
［明治23年3月21日］ 午后一時出で 堀本 に 誘は れ 星 岡茶寮利休忌へ行 (101 ;
「庚寅日録」 ）
［明治26年8月6日］ ＋一時後高、 眉紅 等来 星 ヶ 岡食事 二時帰る (199 ,
「癸 巳日録）
跡見花践
［明治21年9月26日］ 家厳、 花海 行 星 の 岡茶寮 羹 事 。 ( ®44)
［明治22年2月24日］ 此日、 三条内府応招、 大谷 恵子、 茂子 卜同、 到星 岡茶
寮。 内府、 同夫人、 信受院、 富子、 章子、 高子、 篤子、 令姫皆来在。 巳而大谷
法 主、 久我老公、 岩倉具 経来会、 開宴。 余奥、 狂言師狂言。 皆尽歓、 九時帰家。
( ®67) 
［明治22年7月22日］ 哺時、 同苓橋、 往 星 岡茶寮。 蓋応 志賀氏招也。 宮 崎松
野氏先在、 既而 志賀氏母子来。 此寮也、 緑樹森 、々 如在 深山中、 最 可適避暑。
酒 美盛 鮮、 尽歓帰。 時、 九時也。 ( @88)
［明治26年11月25日］ 星 岡茶寮行。
（屈）
［中略］午0時、 往 星 岡茶寮二。 此松田 氏還 歴 之祝宴也。 薄茶会席及円 朝之落語
有リ、 歓ヲ尽し で帰。 寒月清光、 八時也。 （②2 38-39) 
（炉）
［明治31年6月6日］ 午 下より、 つ ゞみ の会 にて、 星 岡茶 療 二赴く。 大谷 光
尊法主、黒田、九条恵子様、中川、 岩倉悛子、 其外婦人にて、夜八時帰。（②5 20) 
［明治40年7月5日］ 別府金七［第二 代竹菓亭主人］招待、 星 ヶ 岡茶寮。
（ 佐 々 ）
［中略 〕午 下五時より星 ヶ 岡 に行、 別府静 子、さ い 木某 氏と結婚披露宴会 二会す。
盛 会也。 八時、 めて度済て開く。 （③305 -06) 
［明治43年9月29日］ 午 下四時より星 か 岡茶寮に行。 本日 ハ津田 弘視今般南
米巡廻叶寸、 馬 越恭平 氏より同県 人招かれ、 予も 招待を請た り。 花房子御舎弟
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直三郎 氏を始 め 、 津田 夫婦、 席定ま るや岳崎氏席上揮奎ありて 、 各客 人より、
（弥 ）
此時 こ そ幸 也とて 、 三島中洲八十一、 予等と 書 画合作、 大はつみ。 九時、 国面
白く帰。 （③586) 
［明治45年4月21日］ 二島中洲催、 午下三時、 星 岡茶寮。 （③739) 
乃 木希典
［明治22年5月31日］ 午後四時 三 リ星 ヶ 岡茶寮ニテ豊 浦同郷会アリ、 三吉、
荘原、 鳥 山 、飯田、 諸 葛、 山田、 粟屋、出席ス。 （⑦70) 
［明治22年11月19日］ 星ケ 岡茶寮ニテノ同郷会二趣ク、 豊永、 三吉、 梶 山 、
粟屋、 荘原、 鳥 山 、藤島、 石津 、 賀屋出席ス。 今日藤 島 六十一 歳ノ誕生日ヲ迎
フ。 「 オペ ラ」 劇ヲ観ル、贈 物等二参円支払フ。 伏見宮 殿下ノ御庇護ニ ョ リ 近衛
歩 兵第四連 隊ノ将校全部 コノ館二観劇ス。 （⑦110) 
［明治26年3月31日］ 夜吉田庫三ノ婚儀案内星 岡茶寮二至ル伊 薩伯完戸三嶋
中村 翁檜垣矢 嶋小 嶋澁澤末廣等アリ （⑮ 140) 
［明治27年2月19日］ 午後英ヲ騎リ 古） I I 端ヲ廻リ星 岡二井上大佐送別 会 岡澤
兒玉田村寺内長 岡 岡部波多 野等十九名雄談有興大酔月二乗シ歩シテ帰ル（⑮1 69) 
［明治27年3月15日］ 星ケ 岡二同郷会 山 縣大将三好等来ル三十余名ナリ満 酔
（匝173)
［明治45年6月29日］ 戸 山行幸参列 五時ヨリ星桜会 星ケ 岡 （⑮434) 
松岡康毅
［明治23年3月27日］ 夕、星 陵茶寮二而、堤 ・ 春 木之晩餐ヲ饗ク、会者児島 ・
［野J
北 畠 ・ 波多 乃 ・ 千葉等也、 (173 )
高瀬真卿
［明治28年4月18日］ 午后三時種田 氏、 秋 山 、 塩田等会合 之筈、 茶寮二いた
る、 席無之二付直二湖月二いたる、 四人相会、 午后十時帰宅 （②78) 
近衛篤麿
［明治29年9月2日］ 午後一時星 岡茶寮 に 赴く。 出席 二 条 基 弘、竹内惟忠、加
賀美嘉兵 衛、平田 譲 衛等な り。 加賀美より同人起業同盟の人名を 渡 せり。 五時
帰邸。 （① 47) ※飢 日 ( 1 日 ） に 甲 午会の 間会通知が来ていた （①47) 。
［明治29年10月1日］ 星 岡茶寮にて 晩餐中、 神鞭知 常来、 松方総理面会致し
度 に 付直に官邸迄来れと の 事 、直に 同通にて 赴 < 。 (①69) 
凶
［明治29年10月6日］ 桑 曰 熊二欧朴1行送別 会 の為 、 星 岡茶寮 に 赴く。 出席ニ
十名計、 徳 川篤敬 の幻燈あり、 盛 会なり。 九時散会。 （①7 2) 
互
［明治29年10月15日］ 星 岡茶寮甲午 会 に 赴く。 桑田 熊二に 二三の紹介状相
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渡す。 帰邸五時半。 （①77-78) 
［明治29年10月27日］ 星 岡茶寮にて安 東 ［ 貞美］大佐、秋 山 ［ 好古］中佐招待の
宴を開く。 工藤幹事 同座、 学 習院武科教育上の 事 に 付色々意見を 聴き、 大に得
る処ありたり。 帰邸十時。（①91) 
［明治29年11月1日］ 午 前十一時、 北海道協会大坂委員部の事 に 付、 目下出
京中の藤田 伝三郎 、 土居通 夫、 浜田 健次郎 等と 星 岡茶寮に出会す。 浜 岡光哲も
同席せり。
［中略］後 浜 岡と経済上種々の談話を 為し、 三時過帰邸。（①96) 
［明治29年12月10日］ 午後二時、 学制研究 会 に 付星 岡茶寮に 赴く。出席会頭
長 岡護美、 江原素六、 島田 三郎 、 首藤 睦三、 波多 野伝三郎 、 工藤行幹、 星 松三
郎 、 伊 沢修二、 尺秀三郎 、 湯本武比古、 塩谷 吟策、 久保田譲等な り。 兼て委員
附托になりし 学生取締 方法 に 付ては、委員尺、湯本の両氏より考案の提出あり、
討議の末其大体を 議 了したり。 次に江原、 久保田両氏より提出の説 可有之様子
な りし が、 此時に 同所 を辞して、 ［後略］ （①1 20- 21) 
［ 明 治 30 年9 月18日］ 大 内暢三外 数 名の招により星 岡茶寮 に 赴く。 高田 早苗
も 同席す。 大内等より週刊雑誌発 行 の企に 付相談あり、 高田 も 意見を述べ、 余
も 其 基 礎確然たらばあるひは 一臀を添るもし れずとて 先 方の考案に 付委敷 聴込
たる後、 熟考して 回答すべしと 答へ、 六時帰寓。
［中 略 ］ 茶寮 別 席 に 興風会あり、 植松に面会の処、 高 崎正風等今回京都より携
帯の家熙公手蹟一見したしと の事 、 明 朝差支なしと 答へ置く。（①283) 
［明治30年10月11日］ 五時、 公侯爵会の為 星 岡茶寮に 赴く。差支の人多く、
出席は 徳川公、 山県 、醍醐、鍋島 の三侯及余なり。九時 に 至り散会帰寓。（①297) 
［明治30年10月19日］ 三時より高 木豊三催 の会 に 付、 星 岡茶寮に 赴く。東久
世通 藷、 久我通 久、 藤 波言忠、 尾崎二 良、 伊 丹重賢、 谷 森真 男、 中） 1 1 謙 次郎 、
小西有勲、 青木信 方、 外 に 京都出身 学生の主たるも の四名計にて、 京都出 身 の
学 生の為 寄宿舎を 設くる事 の協議あり。 余 も 兼て 相談を受 け 居る事な れば、 余
よりも 説明し、 大凡の規約を 定 めたり。 八時帰寓。（①301) 
［明治30年11月2日］ 甲午 会 に 付星 岡茶寮に 赴く。 二条 基 弘、 長 岡護美、 松
前修広、 岸小 三郎 、 松平康国なり。 晩刻迄匪 碁雑談あり、 徒歩 帰寓。（①315) 
［明治30年11月10日］ 島 津 久賢 叙 爵の祝宴 に 付、 星 岡茶寮に 赴く。同席は 松
方伯、 西郷侯、 土方伯、 樺山伯、 相 良子 爵、 同夫人、 菊地武 臣、 島 津 長丸 、 島
津 久家、 福 岡某 、 同夫人、 京極某 、 同夫人、 長崎省吾、 其他 数 人な り。 光蘭様
も 御出、 貞子 も 寓より直 に 赴く。 鄭重なる晩食あり、 九時 に 至り退散、 直 に 帰
寓。（①318) 
［明治30年12月6日］ 住田某 来りて、 日本倶楽部設立相談会 覚 書を 持来り、
十日 に 星 岡茶寮に集会するに 付、出席ありたしと の 事 を 申置て行 け り。（①330) 
※ 1 1 月 28 日 に星 ヶ 岡茶寮で 日 本倶楽部設立相談会が開かれ、 近衛、 岡部長職、鳩山和夫、
小村寿太郎、 奥 田義人、 金子堅太郎、渋沢栄一、渡辺洪基等が 出席 してい た。 覚書の全文
も 付記 さ れてい る （①330-3 1 ) が 、 省略。
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［明治30年12月10日］ 午後五時、日本倶楽 部 の会 に 是非出席せよと の 事 に 付、
不快な がら 押て出席す。 岡部長職、奥田 義 人、 早川 千吉郎 、外 に 事 務員等な り。
協議の末岡部を委員長 に 頼む事 とし、 七時過帰寓。 （①333) 
［明治32年1月31日］ 四時より三 曜会懇親会 に 付、 星 岡茶寮に 赴く。 医師会
法 に 付 高 木兼寛の談話あり、 終て 高 木は去り、 次に宴会 に移 る。 九時半帰邸。
（② 26 2) 
［明治32年2月4日］ 午後玉時、 小 笠原長生、 奥村五百来り、 今 夕 星 岡茶寮に
て 二三海軍部内の人々と談合 の約あり、 余 に も来ら れたしと の案内な り。 乃ち
赴く。 ［中略］奥村の 朝鮮事 業の事 、 国 防の 事 、 其他談緒数 岐に分か れ 親の移 る
を 知ら ず、 夜半に及びて散会帰邸す。
[ / I l l  
［中略 ］ 小 笠原氏より、 画工河村某 ［清雄］ に 特 に 揮竜せし めたる塗板額（牡丹）
を 贈らる。 艶麗賞すべし 。 同人近来の出来な りと の事な り。 （②266) 
［明治33年7月4日］ 午後五時 山 口 正一郎 来。 東亜今日 の問題 に 付て 同人等有
志 の 間に 意見を 叩きし に、 同感の士 各派の人にありし により、 其会合を 一会催
ふさんと四五日 以来相談したりし 事 の、 弥よ本日 が 宜しから んと の 事 になりし
為 、 同 人より席上に 提出すべき案文を 携へ来る（別 紙［省略］）。 夫より同道星 岡
茶寮に 赴く。 会するも の犬養 毅、 長谷 場 純孝、 栗原亮一、 杉浦重剛、 頭 山満 （佐
藤 正は 病気の為 、 佐々友房は 昨夕出発渡清の為 、 欠席。 共に 同感の 人な り）、 其
他中西、 国友、 柏 原、 小川、 福田、 山 口、 恒屋等な り。 固より同 論者として集
ま りたれば 別 段 論争はなく、結局 南 方総督、巡撫等を成るべく結合 せし むる事 、
機会 に 乗 じて 朝鮮 占領の事 、 北 方の事 には 可成 兵を 用 ひず、 我公使以下を 救ひ
出す事 を 目 的とし、 其餘は 主として 白 人種を 其衝に当らし むる事 、 但し 栄禄は
北 京 に 在りて 張、 劉、 李等と協同し、 日本により北 京 征伐 希望の請求を 為し来
りたりと の事は 事 実なるが如くな れば、 白 人種よりも日本 に ：畠同様の 希望ある
今日、 こ れを 拒絶するは 不利益な れば、 寧 ろ 自から 任 じて 其責に当らし むるの
方針を 政府 に取らし むる事 然ら んか、 夫 にして も日本の出兵 が 徒労に 帰せざる
様十分の保 証と条 件を 確しか め 1�1�戸置かざるべからず杯の説 も出て、 其条 件と
して 朝鮮 占領を 承認せし むべしと の説ありし も、 夫は 不穏当なりとて 決せず、
大体の意 向 にして 決せば、 手を分て 当局者等に注 意を 与 ふ べしと 決す。 尚ほ 此
連中にて 履ば会合する事あれば、一種の秘密結社 の如き観ありて 然るべからず。
故に 同文会幹事 の 諸 氏、 其 間に 奔走して 議を 纏むる事 と せんとて分る。 帰邸十
時。
［中略］前田家 々 扶羽 野知 顕、 留守中 に来り、 星 岡茶寮に余を 追ひ来る。
其 用 向は 同家親属会歳員たら ん事 の要求にして、前田三家：悶［、 鍋島 侯、 並 に
余 に 依頼したしと の 事 、 承諾す。 次に 現当主幼年に 付、 民 法上養 母朗子親 権を
行はる> 事 とな れ 共、 夫人の 事 とて 往 々 決断に 苦しま るる 場合な き にあら ず。
故に 鍋島 侯、前田 伯いと余 に内々 の相談 人たら ん事 を望ま る> 由 にて、 餘は 皆承
諾の 由な り。 余は前田家の家風を 熟知せず、又石川県 地の 事 情に も 暗ら け れば、
尚ほ熟考の上ならでは 承諾し がたしとて 速答を 与へず、 夫にて 同人は去る。（③
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［明治33年9月17日］ 星 岡茶寮に 赴く。 朝鮮の事 に 付、 山県 勇三郎 と 協議の
為なり。国友、山 口 等も列 席す。山県 は 餘程慎重に 考ふる処あるが 如し 。（③316) 
［明治34年1月23日］ 早川周 造の招待 により星 岡茶寮に 赴く。 二条公、 手嶋
知 徳等同席なり。 早川 の嘱により揮奄 数 枚、 九時徒歩帰寓。（④2 7) 
［明治34年2月2日］ 午後三時星 岡茶寮に 赴く。 園田北海道長官より、十年計
画の 事 を 貴衆両院議員中の北海道協会員 に 説 明したしと の 事な ればなり。 会す
るも の二十餘名。 園田 長官の説 明、 又諸員よりの質問等ありて後、 晩餐の餐応
あり、結局協会中に委員を 設 け 調 査する事 とな り、散ず。帰寓八時。（④3 7-38) 
［明治34年2月17日］ 星 岡茶寮に 赴く。根津 一の招待 によりてな り。 長 岡護
美子、大養 毅、 三 浦梧楼 子、 柴 四朗、 其他同文会幹事 並 に 同盟会 常務委員 の人々
な り。余の至りし時酒既に 蘭なり。 十時帰寓。（④56) 
［明治34年3月7日］ 午後四時、最 上広 眸、 佐藤 国彦等の案内により星 岡茶寮
に 赴く。 二条公も同席なり。 早川周造斡旋す。 両 主人の依頼により席上揮奄数
十枚、 晩餐を餐せらる。 佐々木よりとして 今夕 木挽町 にて面談したしと の電話
あり、 佐々木高美の川本にあるなら んと 思ひ、 遅く こ れ に 赴く旨答へし め、 同
所 に 赴きし に 同人来ら ず、 ［後略 ］ （④82) 
［明治34年5月8日］ 星 岡茶寮に 赴く。 岩倉公よりの案内にて 碁会也。川 口武
定男、 三宮 義 胤男、 岩村通俊男、 木戸孝正侯、 秋元興 朝子、 池田 謙 斎男、 ［中略］
な り。 碁戦 の外他 事なし 。 十時帰寓。（④181-82) 
［明治34年10月28日］ 星 岡茶寮に 赴く。 稲葉正縄子 催 の 碁会 によりてなり。
蜂須賀侯、 戸田 伯、 島 津伯等なり。 甚客 石井千治 も来る。（④304) 
［明治35年3月24日］ 星 岡茶寮に 赴く。 小村 外相の 旧友 人等集ま りて、 外相
を 招待すると の事に 付、 余 も 招か れたるな り。 杉 浦重剛、 西村 貞、 宮 崎道正、
佐々木高美、 加藤 圭介、 陸 実、 三宅雄二郎 、 熊田某 等なり。現下の外交問題 も
あり、 又諸氏の懐 旧談等もありて、 中々面白き会合な りし 。（⑤60) 
［明治35年9月24日］ 午後四時半星 岡茶寮 に 赴く。 工 学 博士 長谷 川辰之 助今
回 代議士として出でし に 付、 其友 人等集ま りて余 に 同 人を紹介せんと の趣意 に
出づ。 長谷 川辰之 助、 千頭清臣、 宮 崎道正、 前田元敏、 陸 実等な り。 緩々談話
して十時半帰邸。（⑤188) 
［明治35年10月20日］ 午後、［中略］ 星 岡茶寮 碁会 に 赴く。出席は中 山 孝麿侯、
稲葉正縄子 のみ、 石井千治出席は例の如し 。（⑤205) 
池辺三山
そ も そ も 明治 30 年10 月、 三山 が 星 ヶ 岡茶寮で結婚式を 挙 げて いる（①255) 
が、 日記に ついては 以下の通 り。
［明治35年5月12日］ 四時ヨリ義恭君佐藤 君卜倶二星 岡茶寮ニテ離杯ハ〈シ〉
更二之レヲ 新橋 二送ル。（③111) 
［明治42年5月25日］ 午後［中 略］ 星 岡茶寮二立寄リ 明日ノチ ロ ル根〈招〉 請
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ニ関 スル注 文ヲナシ置ク。（③23 2) 
［明治42年5月26日］ 桂ヨリ昼ノチ ロ ル招宴ノ案内アリタルヲ 士屋君二頼ミ
テ 其 代リ 往 カシム。 ［ 中 略］ 此 夕 星 岡茶寮二於テチ ロル及モリソン ニ君ヲ饗ス。
後藤 新 平 。 褐島安正。 石井菊次郎 。 三君 陪賓タリ。 食後ノ余興ハ玉投 〈枝〉 玉
香 二女ノ席上作画アリ。 士屋杉村 二君斡旋カム。 主賓談話モ相応ニハズ ミテ余
興モ賓客ノ気二入リ十時前散ズ。（ ③23 2) 
結論
上記の事例から、 料亭が 明治史という 目 覚ましい ド ラマの舞台であったことは 論
を待たない 。 それは 鹿 鳴 館ばりに煽々 たる表舞台だった場合 もあれば、 世 間からは
全く知ら れる こと のない 裏舞台だった場合 もあるが、 い づれ にして も、 そ こは時 代
の文 化 的縮図で もあったと 言い得よう 。 その ことを日記が具体的に例証してくれて
い るわ けだが、 その意味で も記録として の日記の意味 ・価値は、 余りに も 高く 且つ
深長である。
更 に、 上記で取り上げた事例の内、 （紙幅 の関係で ） 私 的な会合を省略して、 公
的な会合を分類すると、 以下のよう になる (50 音順、 内訳は会名［便宜的に筆者 が
名づ けた仮称の 場合 もある］、 関 連 領域、 会合 店舗名、 日記記 載 者、 該当日 の順 ）。
●麻布 区会 議員懇親会 （地域 ・議会）：紅葉 館 （ 尾崎、 明治 23年 2 月1 日 ）
●改造新 聞社 （新 聞）：中村 楼 （依田、 明治 24年8 月 1 日 ）
●学制研究 会（学校）：紅葉 館（近 衛、 明治 30 年11 月 1 2 日 ） ／星 ヶ 岡茶寮（近 衛、
明治 29年1 2 月10 日 ）
●各隊長会 （軍 隊）：紅葉 館 （乃木、 明治15 年1 2 月19 日 ）
●甲子殉難死士祭（幕末） ： 紅葉 館 （ 尾崎、 明治 20 年6 月19日 他）／星 ヶ 岡茶寮（ 尾
崎、 明冶35 年6 月19 日 ）
●緩話会 （華族）：紅葉 館 （近 衛、 明冶 29年10 月 23 日 他）
●貴族院属僚慰労会（ 帝国議会）：紅葉 館 （近衛、 明治 33年 2 月 26 日 ）
●貴族 ・衆議両 院懇親会 （帝国議会）：紅葉 館 （ 尾崎、 明治 23年11 月13 日）
●旧法制局員懇親会 （法律 ・内閣）：紅葉 館 （ 尾崎、 明治 19年6 月 9 日 ）
●旧法制尼温盟会 （法律 ・内 閣）：紅葉 館 （ 尾崎、 明治 23年 2 月17 日）
●共済五 百名社集会 （生命 保険）：紅葉 館 （依田、 明治 14年6 月 25 日 ）
●京都人懇親会 （地域）：紅葉 館 （近 衛、 明治 3 2年 2 月 19 日 他） ； 星 ヶ 岡茶寮 （尾
崎、 明治 23年1 月18 日）
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●京都鉄道会社（地域 ・実業）：紅 葉 館 （尾崎、 明 治 28年7 月16 日 ） ； 星 ヶ 岡茶寮
（尾崎、 明 治 2 7年8 月 1 2 日 他）
●京都府青年会懇親会 （地域）：紅 葉 館 （尾崎、 明治 31年5 月 2 2 日 ）
●金 曜会 （実業家）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 35 年1 月 17 日 ）
●経済研究会 （経済）：紅 葉 館 （尾崎、 明 治 31年11 月 24 日 他）
●京 釜鉄道委員会 （地域 ・実業）：星 ヶ 岡茶寮 （ 尾崎、 明 治 33年10 月 1 日 ）
●元治甲子殉難死者祭 （幕末）：紅 葉 館 （ 尾崎、 明治 2 2年6 月19 日 他）
●元冶殉難死者祭 （幕末）：紅 葉 館 （ 尾崎、 明治 19年6 月19 日 他）
●元老院一統集会 （立法）：紅 葉 館 （ 尾崎、 明 治 21年6 月14 日 ）
●元老院出身地方官懇親会 （地方行政）：紅 葉 館 （ 尾崎、 明治 20 年3 月 26 日 ）
●元老院同 志談話会 （立法）：星 ヶ 岡茶寮 （ 尾崎、 明治 21年6 月5 日 他）
●鉱業大会 （実業）：紅 葉 館 （松岡、 明 治 40 年5 月7日 ）
●甲午 会 （華族）：星 ヶ 岡茶寮（近衛、 明 治 29年9 月 2 日 他）
●甲午 倶楽部懇親会 （貴族院議員）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 28年3 月 28 B) 
●公侯爵会 （華族）：星 ヶ 岡茶寮 （近衛、 明 治 30 年10 月11 日 ）
●公爵会 （華族）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 3 2年3 月8日 他）
●江 HI 人郷友会 （地域）：中村 楼 （巌谷、 明 治 23年11 月 2 2 日 ） ／星 ヶ 岡茶寮 （巌
谷、 明 治 2 2年3 月31 日 ）
●校友会 （学校）：紅 葉 館 （跡見、 明 治 33年4 月 15 日 ）
●国民 同盟会 （政治）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 33年10 月 21 日 他）
●懇話会 （貴族院）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 29年10 月 11 日 ）
●朔望囲碁会 （囲 碁）：紅 葉 館 （尾崎、 明治 21年9 月 15 日 他）
●山 陰八州会 （地域）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 33年11 月4 日 ）
●三 曜会 （貴族院）：紅 葉 館 （近衛、 明 治 28年 2 月 20 日 ） ； 星 ヶ 岡茶寮 （近衛、 明
治 3 2年1 月31 日 ）
●実業之日 本社＋周年記念祭 （出版）：紅 葉 館 （ 跡見、 明 治 40 年5 月 1 2 日 ）
●実業之日 本社長増田義 一 事 務移 転披露式 （出版）：紅 葉 館 （跡見、 明 治 38年11
月19 日 ）
●十一 日 会 （華族）：紅 葉 館 （尾崎、 明 治 33年1 月 1 2 日 他） ； 星 ヶ 岡茶寮（尾崎、
明 治 36年6 月 11 日 他）
●松陰神 社祭典 （吉田 松陰）：紅 葉 館 （乃木、 明治 15 年11 月 21 日 ）
●上院六派交渉委員懇親会 （貴族院）：紅 葉 館 （近衛、 明冶35 年3 月17 日 ）
●殖民 協会 （移 民 ）：中村 楼 （近衛、 明 治 33年 2 月4 日 ）
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●星 桜 会 （軍 隊） ： 星 ヶ 岡茶寮（乃木、 明 治 45 年6 月 29 日）
●政教社 （政治 ・ 国粋主義 ） ： 中村 楼 （依田、 明 治 2 2年1 月7 日 他）
●制度取調 局員集会 （宮 内庁） ： 星 ヶ 岡茶寮 （尾崎、 明 治 18年10 月 16 日）
●政府委員懇話会 （内 閣） ： 星 ヶ 岡茶寮 （尾崎、 明治 24年11 月30 日 ）
●専門 学校教員会 （学校） ： 紅 葉館 （巌谷、 明 治 23年9 月10 日）
●素読会 （能楽） ： 星 ヶ 岡茶寮（尾崎、 明 治 34年5 月 20 日 他）
●大社 教会 （出雲大社） ： 中村 楼 （尾崎、 明治 23年4 月 26 日 ）
●第百十一銀行 協議会 （銀行） ： 星 ヶ 岡茶寮（尾崎、 明 治 29年1 2 月 21 日 他）
●中央 新 聞社宴会 （新 聞） ： 紅 葉館 （巌谷、 明 治 27年1 2 月7 日）
●長筑 旧 交会 （幕末） ： 紅 葉館 （尾崎、 明 治 15 年6 月 1 日 他）
●つ ゞみ の会 （音楽） ： 星 ヶ 岡茶寮 （（ 跡見、 明冶31年6 月6 日）
●東亜 同文会（民 間外交 ・ 大アジア主義 ） ： 紅 葉館（近衛、 明治 3 2年1 2 月 2 日他／
池辺、 明治 36年5 月19 日 他）
●東京 金 蘭会 （男女交際会） ： 紅 葉館 （巌谷、 明 治 20 年7 月10 日）
●同志 新 聞記者会 （新 聞） ： 紅 葉館 （近衛、 明 治 33年1 2 月 20 日）
●豊 浦同郷会 （地域） ： 星 ヶ 岡茶寮 （乃木、 明治 2 2年5 月31 日 ）
●南浜会 （書画） ： 中杓楼 （ 跡見、 明治4年4 月 26 日 ）
●日就社宴会 （新 聞） ： 紅 葉館 （巌谷、 明 治 2 2年1 2 月 6 日 他）
●日本護膜製造会社創立相談会 （実業） ： 紅 葉館 （尾崎、 明治 27年6 月 20 日）
●日本在留 支那紳商招待会 （清匡） ： 紅 葉館 （尾崎、 明治 33年 2 月11 日 ）
●日本法律 学校宴会 （学校） ： 紅 葉館 （松岡、 明治 23年7 月8日 ）
●梅巷社門 人会 （不明 ） ： 中村 楼 （巌谷、 明 治 21年1 月 2 2 日 ）
●博文社 招待会 （出版） ： 紅 葉館 （尾崎、 明治 2 2年 2 月 1 2 日）
●婦人世 界 園 遊会 （雑誌） ： 紅 葉館 （ 跡見、 明治 44年4 月9 日）
●平安社大会 （官家士族） ： 中村 楼 （尾崎、 明 治 13年4 月 23 日）
●豊国会 （豊臣秀 吉） ： 紅 葉館 （近衛、 明治 29年11 月 20 日）
●法制局 旧交会 （法律 ・ 内 閣） ： 紅 葉館 （尾崎、 明治 25 年4 月18 日）
●法治協会大会 （フ ランス法 学 ） ： 中村 楼 （尾崎、 明治 25 年5 月15 日 ）
●報知社 起業会 （新 聞） ： 中村 楼 （依田、 明 治 17年3 月8 日）
●法典 調 査委員懇親会 （法律 ・ 内 閣） ： 紅 葉館 （尾崎、 明 治 35 年4 月 21 日）
●保勲会 （華族） ： 紅 葉館 （高瀬、 明冶 28年6 月30 日 ）
●戊辰戦争関係 者懇親会 （幕末） ： 紅 葉館 （尾崎、 明 治 18年1 月 3 日 他）
●北海道協会 （地域） ： 星 ヶ 岡茶寮 （近衛、 明 治 29年11 月 1 日 他）
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●北海道鉄道会社 （地域 ・ 実業）：紅葉館 （近衛、 明 治 35 年11 月7 日）
●木曜会 （囲碁） ： 紅葉館 （尾崎、 明治 21年6 月 21 日）
●弥生石油会社発 起人集会 （実業） ： 紅葉館 （尾崎、 明治 31年5 月6 日）
●利休忌（茶道） ： 星 ヶ 岡茶寮（巌谷、 明治 23年3 月 21 日 ）
●連 隊会 （軍隊）：中村 楼 （乃太、 明治 11年11 月 3 日他）
●露国曽遊者懇親会 （ロ シア）：紅葉館 （尾崎、 明冶 20 年4 月5 日 ）
会合 店舗は 紅葉館 が 圧倒的に多く、 こ れ に 星 ヶ 岡茶寮 が 次いでい る。 こ れは両 店
舗が集会貸席として の側面 も 持 ち合わ せていたた めである。 特に両 店舗に 集った 人
物は 実に多様で、 維 新 の元勲を始 めとして、 法律 ・ 政治 ・ 外 交 ・ 実業 ・ 軍事 ・ 学 校 ・
出版 ・ 文芸 など の 諸 領域で 日本近代史を 推進していった鍔々 た る顔触れであること
は 論を待たない （特に 尾崎三 良と 近衛篤麿の事例が、 頻繁で 突出してい る）。
会合 の性格を 目 的別 に分類すると、 以下のよう に なる。
●歓送迎会 ：歓送会 の 事例は 圧倒的に多い 。 送別された著名人を列 挙すれば、 紅葉
館では 伊藤 博文•海江田信義 ・ ベルヒマン ・ 大鳥圭 助 ・ パテルノスト ロ ・ 小 松宮 親
王 ・ 根津 ー ・ 渡辺国武、 中村 楼では 九鬼隆 一 ・ 尾崎• 田中不 二麿、 星 ヶ 岡茶寮では
固布公平 ・ 桑田 熊蔵などである。 歓送会 に 比べて、 歓起会 の 事例は少 ない 。 紅葉館
で の神田 乃武 ・ 巌谷小 波の事例が 目立つ 程度である。
●新年会 ・ 忘年会 ：新年会の 事例は 紅菓 館 （依田、 尾崎、 巌谷） に見ら れるが、 忘
年会 の 事例は 紅葉館 （近衛） に見ら れる程度である。
●結婚式 ・ 結婚披露宴 ：結婚式 ・ 結婚披露宴の 事例は 紅葉館 ・ 星 ヶ 岡茶寮に見ら れ
るが、 小松宮 ・ 志賀重昂 （紅葉館） の事例が 目を 引く。
●卒業式 ： 卒業式の事例は 紅葉館 （跡見） に見ら れる。
●昇任 ・ 叙 爵祝 ： 昇任 ・ 叙 爵祝の事例は 紅葉館に見ら れ、 当 事 者は溝口正直•海江
田信義 などで、 特に 徳川慶喜の事例は注 目される。
●快気祝 ： 快気祝の事例は 紅葉館 に見ら れ、 当 事 者は大木喬任である。
●古稀祝 ： 古稀祝の事例は 紅葉館に見ら れ、 当 事 者は三嶋中洲である。
●追悼会 ・ 慰 霊祭 ： 追悼会 ・ 慰 霊祭は 紅菓 館 ・ 中村 楼 ・ 星 ヶ 岡茶寮で 催されてい る
が、 特 に 紅葉館で の事例が 圧倒的である。当 事 者 が スタイン ・ 中井弘 ・ 三条 西季知
といった 特 定の個 人の 場合 もあるが、 幕末に命 を 落とした志士たちを 慰 霊する祭典
（甲子殉難死土祭 ・ 元治殉難死者祭 ・ 元治甲子殉難死者祭） が 紅葉館で 繰り返し（星
ヶ 岡茶寮では 一度 ） 催されていることは注 目 に 値する。また、 中村 楼で 日清戦争従
軍戦 死者の追[·卓祭 が 催 さ れているのは時局 的である。
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●囲 碁会 ：飲食以外 の娯楽で 目 立つ のは 囲 碁である。 中村 楼 （尾崎）で も囲碁の 事
例はあるが、 そも そ も朔望囲 碁会 が紅 葉館で 催されていた （ 尾崎） よ う に、 紅 葉館
と 星 ヶ 岡茶寮で の事例は圧倒 的である。 松岡は紅 葉館のみで、 乃木と 近衛は両 店舗
で 碁を 打ってい るが、 特 に 尾崎は両 店舗で 頻繁に 碁を 打ってい る。
●観能会 ：囲 碁ほどではない が、 観能 の 事例 （紅 葉館のみ） も 目 吃つ 。 依田 ・ 尾崎・
跡見 ・ 巌谷 が 観能 しているが、 特 に 跡見 ・ 巌谷 の 事例が 目 立つ 。
●書 画会 ：著画会の事例も散見する。 中村 楼 （跡見） ・ 星 ヶ 岡茶寮 （ 尾崎） の 事例を
指摘で きるが、 特 に （自 ら 画を 描いていたこと もあって） 跡見の 事例が 目 立つ 。
最後に、 多 数 の 事例の中か ら忘れ がたい 事例を四つだけ 指摘 しておきたい 。 一つ
目は 近衛 の関係で、 明冶 29年10 月 に 紅 葉館と 近衛 の間で 違約を 巡って 一騒動 が 起
きていたとい う 珍談は興味 深い 。 二つ 目 も 近衛 の関係で、 明治30 年11 月 に 紅菓 館




目 覚ま しい 。 三つ 目 も 近衛 の関係で、 明 治 33年10 月に紅 葉館で 近衛と 韓国公使の
間 に 丁 発々止の外交間答 が 交わされていたことは明治外交史の一逸話と 言 える。 四
つ 目は 跡見の関係で、 明 治 4年 5 月 の両国の） I I開きの際に中村 楼 が利 用されていた
のは如何に も江 戸情緒の名 残りと 言 えよ う 。
